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あなたの夢、描いたつづきは掛川で。あなたの夢、描いたつづきは掛川で。

広報かけがわ広報かけがわ

巻頭特集 空き家の利活用を考えよう

ⓒ茶のみやきんじろう

友だち追加用
QRコード

子育てや観光、防災など役立つ情報が手軽に入手できます。
ぜひ友だち登録をお願いします。

掛川市公式LINEで、手軽に情報をキャッチ!

空き家になった古民家を
カフェとしてリノベーション（日坂）



空き家の利活用を
考えよう 問都市政策課（☎21-1152）

少子高齢化による人口減少や既存の住宅・建築物の老朽化などに伴い、全国的に「空き家」が増加してい
ます。空き家の中には利活用の方向性が定まっていないものが多く、日常的な管理が不十分となっているも
のもあります。今回は、空き家を改装し、利活用している実例をご紹介します。また、空き家を持っている
方向けの予防や利活用手段も紹介します。
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パ
ン
屋
に
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之
谷
（
中
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）
の
の
ど
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な
風
景
の
中
に
非
日
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を
味
わ
え

る
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
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濱
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弘
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。
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で
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の
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師
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ど
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ン
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を
独
学
で
学
び

ま
し
た
。
以
前
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間
部
の
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ん
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と
し
た
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で
地
域
密
着

型
の
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を
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た
い
と
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て
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め
、
大
病
を
乗
り
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え
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と
を
機
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移
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。
大
家
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ん
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力
で
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の
一
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を
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岡
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と
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の
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で
空
き
家
を
探
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い
ま
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が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

け
が
わ
ラ
ン
ド
・
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ン
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
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ジ
に
掲
載
さ
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て
い
る

「
空
き
家
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ク
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を
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て
、
連
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し
ま
し
た
。

家
の
間
取
り
が
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母
の
家
に

似
て
い
た
こ
と
と
、
近
所
の
人
た

ち
の
人
柄
が
良
か
っ
た
こ
と
が
決

め
手
と
な
り
ま
し
た
。

話
し
合
い
は
、
大
家
さ
ん
や
ラ

ン
ド
・
バ
ン
ク
の
協
力
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。

集
い
の
場
を
目
指
す

濱
田
さ
ん
は
パ
ン
屋
を
通
し
て
、

誰
で
も
相
談
で
き
る
「
駆
け
込
み

寺
」
の
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
地
元

の
集
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
は
自
然
が
豊
か
で
気
持
ち

に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
」
と
話
し

ま
す
。

空
き
家
活
用
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

濱
田
さ
ん
流
、
空
き
家
活
用
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
①
近

所
の
方
と
の
関
係
構
築
は
自
ら
踏

み
込
む
こ
と
②
足
を
運
ん
で
現
場

を
見
る
こ
と
③
空
き
家
活
用
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
家
さ
ん
と
事
前
に
話

す
こ
と
で
す
。

３つの空き家対策

予防

管理

利活用

権利関係（登記など）を確認する
住まいが誰の所有になっているか確認しま
しょう。
令和６年４月より、相続登記の申請が義務
化されますので専門家に相談しましょう。

誰に引き継ぐか決めておく
空き家になった場合に備え、誰に引き継ぐ
のか決めたり、売却などの利活用について
考えておきましょう。家財の整理も大切で
す。

定期的に状態を確認する
空き家は老朽化が早い傾向にあります。状
態を確認し、通気・換気や敷地内の除草や
庭木の剪定などの手入れを行いましょう。

売却する・賃貸に出す
住む予定がないときは、「売却する」「賃
貸に出す」などの利活用を考えましょう。

解体する
老朽化などによる破損がひどく、維持管理
が困難な場合は、建物を解体して、土地の
利活用を考えましょう。

近隣に連絡先を知らせる
近隣の方は、所有者の連絡先が分からない
空き家に不安を抱く傾向があります。連絡
先を知らせておくことも管理の一つです。

「空き家バンク」に登録してみよう

「空き家バンク」は、空き家を売ったり貸し
たりしたい人と、居住するための空き家を探
している人をマッチングする制度です。

空き家、空き地なんでも無料相談会

みなさんが抱えているお悩みに、NPO法人か
けがわランド・バンクの専門家（司法書士、
行政書士、宅地建物取引士、税理士、一級建
築士、建物診断補強相談士、土地家屋調査士
など）が無料で相談に応じます。
８月20日(日）大須賀中央公民館
10月22日(日）大日本報徳社
申込方法
かけがわランド・バンクにご連絡ください　
TEL 64-3121(平日午前10時～午後４時）
FAX 64-3122
メール info@kakegawa.lb.jp
※FAXとメールは相談内容を明記してください。

空き家バンク

石窯パン工房「カフェアンジュ」（西之谷）

今
月
号
の
表
紙

空
き
家
に
な
っ
た
古
民
家
を
カ

フ
ェ
に
改
装
。

店
舗
の
一
部
は
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当
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の
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の
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す
。

シ
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下見や相談も可。契約時は、宅地
建物取引業者が仲介するので安心
です。
登録方法などの詳細については、
右の二次元コードからご覧ください。

所 有 者

利用希望者

物件の登録を申し込み

気に入った物件の
利用を申し込み

空き家の

せん てい

予約制
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利用までの流れ

介護予防に取り組みたい

体が少し弱ってきたかな、筋力が落ちてきたかなと感じたら介護予防サービスを利用し、体力の向上を
目指すことも大切です。
　今回は3か月間、保健・医療の専門職から集中的に生活機能向上のためのトレーニングを
受けられる短期集中型サービスをご紹介します。

～自分らしい生活を続けるために～

介護予防・日常生活支援総合事業
を知っていますか

介護が必要とならないようにするためには、早いうちから介護予防に取り組むことが大切です。市が行う介護
予防サービス「介護予防・日常生活支援総合事業」では、65歳以上の方が心身の状態などに合わせて「介護予
防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防事業」が利用できます。
地域で積極的に介護予防に取り組んで、生きがいを持っていきいきと自分らしく充実した日々を送りましょう。

■介護予防・生活支援サービス事業
対象者： ①要支援１・２の方
  ②基本チェックリストにより事業対象者となっ

た方
地域包括支援センターやケアマネジャーに相談

し、自立した生活を過ごすためにサービスの種類
や回数を決めケアプランを作成してもらいます。

■一般介護予防事業
対象者： 65歳以上の方またはその支援の活動に関わ

る方
自身で取り組むことや仲間と一緒に楽しみなが

ら「健康づくり」「介護予防」を続けていくことがで
きるよう、各種教室を開催しています。

問長寿推進課（☎21-1364）

介護保険サービス 介護予防・日常生活支援総合事業

地域包括支援センターまたは長寿推進課へ相談

介護サービスを利用したい 生活に不安がある
相談する

心身の状態を
調べる 要介護・要支援認定を受ける 基本チェックリストを受ける

心身の状態を
知る

要介護
１～５

要支援
１・２ 非該当 生活機能の

低下がある
自立した生活が
送れる

利用できる
サービス

介護
サービス

介護予防
サービス

介護予防・生活支援
サービス事業 一般介護予防事業

詳細はホームページをご覧ください

○がんばれ！筋ちゃん体操
○スマイルステップ
○かけがわ健康カレッジ
○社協筋ちゃん体操
○かけがわ健活プログラム
○介護予防推進員育成講座（詳細はP12）

□訪問型サービス（ホームヘルプサービス）
 ○訪問介護相当サービス
 ○自立生活支援サービス（基準緩和型）
 ○短期集中型訪問サービス（P5で紹介）
□通所型サービス（デイサービス）
 ○通所介護相当サービス
 ○通所型サービス（基準緩和型）
 ○短期集中型通所サービス（P5で紹介）

週1回保健・医療の専門職が自宅を訪問し、運
動指導・日常生活動作訓練などの支援を受けま
す。

週1回サービス提供事業所へ通所し、保健・医
療の専門職から運動指導・日常生活動作訓練な
どの支援を受けます。

医療法人社団 綾和会
掛川東病院

社会福祉法人 大東福祉会
くにやす
デイサービスセンター

ご相談はお住まいの地域の地域包括支援センターまたは長寿推進課へ
中部:21-1338　西部:23-8669　東部:61-5050　大東:72-6640　大須賀:48-5370

介護保険サービスはひどく困ってから
使うものだと思っていませんか。予防が大切です。

短期集中型

しんいち かわ か とう かける

『生涯お達者市民が大勢いるまち掛川』を目
指して、けがや病気をする前の予防活動は非常に
重要と考えます。訪問サービスでは、ご本人やご
自宅の環境に合わせた生活面や運動・栄養・口
腔の予防方法について提案しています。限られた
期間で終了するサービスのため、セルフメディケー
ション（自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身
体の不調は自分で手当てすること）を身に付け、
ご自身で予防活動に取り組んでいただくように
アドバイスさせていただきます。
ぜひ多くの方に短期集中型訪問サービスをご
利用いただき、掛川市のお達者市民が増えること
を願っております。

目標に向けて、ストレッチ、筋力強化、バラ
ンス強化訓練など誰でも取り組めるようなリハ
ビリテーションや自主トレーニングプログラム
を立案し、限られた期間の中で元々培ってきた
生活を再獲得できるように支援しています。
今年度は、姿勢歩行分析AIを活用した支援も
取り入れ、利用者のモチベーションアップにも
つなげています。
サービス終了時には、いきいきと自立した生
活が継続できるよう、「自分で実施する取り組
みが一番大事です」ということを伝えています。
地域で元気に過ごせる市民が増えることを
願っております。

リハビリテーション部
地域支援担当　理学療法士　

市川　真 さん
作業療法士

加藤　走 さん

短期集中型
訪問 サービス 通所 サービス
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予防サービス「介護予防・日常生活支援総合事業」では、65歳以上の方が心身の状態などに合わせて「介護予
防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防事業」が利用できます。
地域で積極的に介護予防に取り組んで、生きがいを持っていきいきと自分らしく充実した日々を送りましょう。

■介護予防・生活支援サービス事業
対象者： ①要支援１・２の方
  ②基本チェックリストにより事業対象者となっ

た方
地域包括支援センターやケアマネジャーに相談

し、自立した生活を過ごすためにサービスの種類
や回数を決めケアプランを作成してもらいます。

■一般介護予防事業
対象者： 65歳以上の方またはその支援の活動に関わ

る方
自身で取り組むことや仲間と一緒に楽しみなが

ら「健康づくり」「介護予防」を続けていくことがで
きるよう、各種教室を開催しています。

問長寿推進課（☎21-1364）

介護保険サービス 介護予防・日常生活支援総合事業

地域包括支援センターまたは長寿推進課へ相談

介護サービスを利用したい 生活に不安がある
相談する

心身の状態を
調べる 要介護・要支援認定を受ける 基本チェックリストを受ける

心身の状態を
知る

要介護
１～５

要支援
１・２ 非該当 生活機能の

低下がある
自立した生活が
送れる

利用できる
サービス

介護
サービス

介護予防
サービス

介護予防・生活支援
サービス事業 一般介護予防事業

詳細はホームページをご覧ください

○がんばれ！筋ちゃん体操
○スマイルステップ
○かけがわ健康カレッジ
○社協筋ちゃん体操
○かけがわ健活プログラム
○介護予防推進員育成講座（詳細はP12）

□訪問型サービス（ホームヘルプサービス）
 ○訪問介護相当サービス
 ○自立生活支援サービス（基準緩和型）
 ○短期集中型訪問サービス（P5で紹介）
□通所型サービス（デイサービス）
 ○通所介護相当サービス
 ○通所型サービス（基準緩和型）
 ○短期集中型通所サービス（P5で紹介）

週1回保健・医療の専門職が自宅を訪問し、運
動指導・日常生活動作訓練などの支援を受けま
す。

週1回サービス提供事業所へ通所し、保健・医
療の専門職から運動指導・日常生活動作訓練な
どの支援を受けます。

医療法人社団 綾和会
掛川東病院

社会福祉法人 大東福祉会
くにやす
デイサービスセンター

ご相談はお住まいの地域の地域包括支援センターまたは長寿推進課へ
中部:21-1338　西部:23-8669　東部:61-5050　大東:72-6640　大須賀:48-5370

介護保険サービスはひどく困ってから
使うものだと思っていませんか。予防が大切です。

短期集中型

しんいち かわ か とう かける

『生涯お達者市民が大勢いるまち掛川』を目
指して、けがや病気をする前の予防活動は非常に
重要と考えます。訪問サービスでは、ご本人やご
自宅の環境に合わせた生活面や運動・栄養・口
腔の予防方法について提案しています。限られた
期間で終了するサービスのため、セルフメディケー
ション（自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身
体の不調は自分で手当てすること）を身に付け、
ご自身で予防活動に取り組んでいただくように
アドバイスさせていただきます。
ぜひ多くの方に短期集中型訪問サービスをご
利用いただき、掛川市のお達者市民が増えること
を願っております。

目標に向けて、ストレッチ、筋力強化、バラ
ンス強化訓練など誰でも取り組めるようなリハ
ビリテーションや自主トレーニングプログラム
を立案し、限られた期間の中で元々培ってきた
生活を再獲得できるように支援しています。
今年度は、姿勢歩行分析AIを活用した支援も
取り入れ、利用者のモチベーションアップにも
つなげています。
サービス終了時には、いきいきと自立した生
活が継続できるよう、「自分で実施する取り組
みが一番大事です」ということを伝えています。
地域で元気に過ごせる市民が増えることを
願っております。

リハビリテーション部
地域支援担当　理学療法士　

市川　真 さん
作業療法士

加藤　走 さん

短期集中型
訪問 サービス 通所 サービス
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  事業所名
 1 神誠会館さくらぎ
 2 ハウスギャバン株式会社　東海工場
 3 クオリテックファーマ株式会社　静岡工場
 4 松浦梱包輸送株式会社
 5 株式会社藤原加工
 6 三笠運輸株式会社
 7 株式会社川島組
 8 掛川市農業協同組合
 9 株式会社ラプラタ産業
 10 ユニ・チャームプロダクツ株式会社　静岡工場
 11 税理士法人掛川総合会計事務所
 12 オールスタッフ株式会社
 13 東海工業株式会社
 14 タイコエレクトロニクスジャパン合同会社
 15 佐々木製茶株式会社
 16 島田掛川信用金庫
 17 トリンプ・インターナショナル・ジャパン株式会社　トリンプ静岡センター
 18 株式会社榛葉鉄工所
 19 株式会社若杉組
 20 株式会社藤本組
 21 日東工業株式会社　掛川工場
 22 株式会社キャタラー

  事業所名
 23 株式会社掛川自動車学校
 24 株式会社エルピースタッフ　静岡本社
 25 掛川市役所
 26 株式会社グッドスタイル　カンパニー
 27 株式会社中遠熱処理技研
 28 株式会社静岡銀行　掛川支店
 29 三井住友海上エイジェンシー・サービス株式会社　神奈川静岡エリア　掛川支店
 30 タップ株式会社
 31 武州総合サービス静岡株式会社　静岡事業所
 32 中部電力パワーグリッド株式会社  掛川営業所
 33 株式会社藤田鉄工所
 34 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター
 35 KODOMOLOGY 株式会社
 36 NECプラットフォームズ株式会社
 37 スルガ銀行株式会社　掛川支店
 38 株式会社三善
 39 第一生命保険株式会社
 40 株式会社梅木屋

新規更新 区分変更
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毎月第4土曜日は一般公開
松ヶ岡では、毎月第4土曜日の午前10時から午後3時まで一般公開を行っています。
8月の公開日は26日です。修復が完成した主屋をぜひご覧ください。

令和2年　解体調査前の主屋屋根 令和5年　瓦の葺き替えが完了した主屋屋根

修復前の主屋 修復後の主屋

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了
問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

おも や

松ヶ岡
ホームページ

市ホームページ▲子育てに優しい事業所ロゴマーク

あん ざい しょ

ふ か
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行う予定です。

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了
問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

おも や

松ヶ岡
ホームページ

市ホームページ▲子育てに優しい事業所ロゴマーク
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  事業所名
 1 神誠会館さくらぎ
 2 ハウスギャバン株式会社　東海工場
 3 クオリテックファーマ株式会社　静岡工場
 4 松浦梱包輸送株式会社
 5 株式会社藤原加工
 6 三笠運輸株式会社
 7 株式会社川島組
 8 掛川市農業協同組合
 9 株式会社ラプラタ産業
 10 ユニ・チャームプロダクツ株式会社　静岡工場
 11 税理士法人掛川総合会計事務所
 12 オールスタッフ株式会社
 13 東海工業株式会社
 14 タイコエレクトロニクスジャパン合同会社
 15 佐々木製茶株式会社
 16 島田掛川信用金庫
 17 トリンプ・インターナショナル・ジャパン株式会社　トリンプ静岡センター
 18 株式会社榛葉鉄工所
 19 株式会社若杉組
 20 株式会社藤本組
 21 日東工業株式会社　掛川工場
 22 株式会社キャタラー

  事業所名
 23 株式会社掛川自動車学校
 24 株式会社エルピースタッフ　静岡本社
 25 掛川市役所
 26 株式会社グッドスタイル　カンパニー
 27 株式会社中遠熱処理技研
 28 株式会社静岡銀行　掛川支店
 29 三井住友海上エイジェンシー・サービス株式会社　神奈川静岡エリア　掛川支店
 30 タップ株式会社
 31 武州総合サービス静岡株式会社　静岡事業所
 32 中部電力パワーグリッド株式会社  掛川営業所
 33 株式会社藤田鉄工所
 34 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター
 35 KODOMOLOGY 株式会社
 36 NECプラットフォームズ株式会社
 37 スルガ銀行株式会社　掛川支店
 38 株式会社三善
 39 第一生命保険株式会社
 40 株式会社梅木屋

新規更新 区分変更

認定事業所一覧

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
取
り
組
む
企
業
を
応
援

子
育
て
に
優
し
い
事
業
所
認
定

問
こ
ど
も
政
策
課
（
☎
21-

1
2
1
1
）

子
育
て
に
優
し
い
事
業
所
認
定
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始

子
育
て
と
仕
事
が
、
両
立
し
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
所
を

「
子
育
て
に
優
し
い
事
業
所
」
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
か
ら
事
業
を
開
始

し
、
令
和
４
年
度
は
株
式
会
社
三
善
、
第
一

生
命
保
険
株
式
会
社
、
株
式
会
社
梅
木
屋
の

３
社
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
40
社
が

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

認
定
証
な
ど
で
事
業
所
の
取
り
組
み
を
支
援

認
定
事
業
所
に
は
認
定
証
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
交
付
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
事
業
所

名
掲
載
や
、
市
の
発
行
す
る
子
育
て
に
優
し

い
事
業
所
通
信
で
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
な

ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
一
層

の
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
自
社
の
名
刺
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
Ｐ
Ｒ
効
果
に
も
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は

◆
認
定
要
件

①
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と

②
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度
を
利
用
し
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
③
職
場
環
境
の
改
善
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

④
申
請
時
に
掛
川
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆
申
請
受
付
期
間

８
月
１
日
㈫
〜
12
月
22
日
㈮

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
右
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

毎月第4土曜日は一般公開
松ヶ岡では、毎月第4土曜日の午前10時から午後3時まで一般公開を行っています。
8月の公開日は26日です。修復が完成した主屋をぜひご覧ください。

令和2年　解体調査前の主屋屋根 令和5年　瓦の葺き替えが完了した主屋屋根

修復前の主屋 修復後の主屋

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了
問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

おも や

松ヶ岡
ホームページ

市ホームページ▲子育てに優しい事業所ロゴマーク
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  事業所名
 1 神誠会館さくらぎ
 2 ハウスギャバン株式会社　東海工場
 3 クオリテックファーマ株式会社　静岡工場
 4 松浦梱包輸送株式会社
 5 株式会社藤原加工
 6 三笠運輸株式会社
 7 株式会社川島組
 8 掛川市農業協同組合
 9 株式会社ラプラタ産業
 10 ユニ・チャームプロダクツ株式会社　静岡工場
 11 税理士法人掛川総合会計事務所
 12 オールスタッフ株式会社
 13 東海工業株式会社
 14 タイコエレクトロニクスジャパン合同会社
 15 佐々木製茶株式会社
 16 島田掛川信用金庫
 17 トリンプ・インターナショナル・ジャパン株式会社　トリンプ静岡センター
 18 株式会社榛葉鉄工所
 19 株式会社若杉組
 20 株式会社藤本組
 21 日東工業株式会社　掛川工場
 22 株式会社キャタラー

  事業所名
 23 株式会社掛川自動車学校
 24 株式会社エルピースタッフ　静岡本社
 25 掛川市役所
 26 株式会社グッドスタイル　カンパニー
 27 株式会社中遠熱処理技研
 28 株式会社静岡銀行　掛川支店
 29 三井住友海上エイジェンシー・サービス株式会社　神奈川静岡エリア　掛川支店
 30 タップ株式会社
 31 武州総合サービス静岡株式会社　静岡事業所
 32 中部電力パワーグリッド株式会社  掛川営業所
 33 株式会社藤田鉄工所
 34 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター
 35 KODOMOLOGY 株式会社
 36 NECプラットフォームズ株式会社
 37 スルガ銀行株式会社　掛川支店
 38 株式会社三善
 39 第一生命保険株式会社
 40 株式会社梅木屋

新規更新 区分変更
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①
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関
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こ
と
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職
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こ
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こ
と
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市
内
に
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こ
と
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と
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期
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月
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ど
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だ
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い
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毎月第4土曜日は一般公開
松ヶ岡では、毎月第4土曜日の午前10時から午後3時まで一般公開を行っています。
8月の公開日は26日です。修復が完成した主屋をぜひご覧ください。

令和2年　解体調査前の主屋屋根 令和5年　瓦の葺き替えが完了した主屋屋根

修復前の主屋 修復後の主屋

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡は、安政3年（1856）に豪商山﨑家の住宅として建てられ、明治11年（1878）11月には明治天
皇の行在所（宿泊所）として使用された歴史を持つ、貴重な文化財建造物です。
敷地内は堀を巡らした屋敷や庭園などの屋敷構えがよく残り、良質な空間を作り出しています。この松ヶ
岡について、後世に永く伝えるとともに、市民活動の場として活用していくため、令和2年度から大規模な
修復工事が進められています。
これまでの工事では、屋根瓦の葺き替えや傷んだ木部の修理、建物の傾きの修正などが行われ、令和5年
6月末に主屋部分の工事が完了しました。松ヶ岡の整備はみなさまの寄付をもとに進められています。ご支
援誠にありがとうございます。
現在は長屋門や米蔵の修復工事が進められています。令和6年度末には主要な建物の修復を終え、公開を
行う予定です。

松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了松ヶ岡(旧山﨑家住宅)主屋の修復が完了
問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

おも や

松ヶ岡
ホームページ
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春
開
始
接
種
は
8
月
末
ま
で

春
開
始
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
8
月
末
ま
で
に
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
各
自

で
医
療
機
関
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
予
約
し
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

予
約
前
に
接
種
対
象
を
再
確
認

64
歳
以
下
で
基
礎
疾
患
が
な
い

方
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
従
事
者

で
な
い
方
は
、
春
開
始
接
種
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
初
回
接
種

を
除
く
）
。

接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て

令
和
5
年
5
月
7
日
ま
で
に
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
な
ど

を
接
種
し
、
3
か
月
以
上
経
過
し

た
65
歳
以
上
の
方
と
5
回
目
接
種

完
了
者
に
接
種
券
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

5
回
目
接
種
が
完
了
し
て
い
な

い
5
〜
64
歳
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
ま
た
は
医
療
従
事
者
・
介
護

従
事
者
な
ど
の
方
で
、
お
手
元
に

接
種
券
が
な
く
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
電
子
申
請
、
ま
た
は
窓

口
（
徳
育
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
は
自
ら
の
判
断
で

令
和
5
年
度
も
自
己
負
担
な
し

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
効
果
と
副
反
応
を
考
慮
し
、

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
期
間
内

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
更

新
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 高

天
神
城
に
関
す
る
情
報

は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イリと高天神城展 開催イリと高天神城展 開催
今注目の高天神城の魅力発信今注目の高天神城の魅力発信レレ

開
催
目
的

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
の
強
い
訴
求
力
を
踏
ま
え
、

高
天
神
城
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

な
が
ら
、
歴
史
文
化
資
源
の
保
全

や
価
値
の
発
信
・
継
承
を
進
め
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
観
光

客
に
選
ば
れ
る
地
域
を
創
出
し
、

さ
ら
な
る
誘
客
と
に
ぎ
わ
い
を
目

指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解

き
、
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
う
こ

と
で
、
自
然
資
源
と
歴
史
文
化
資

源
の
魅
力
を
発
信
し
、
全
国
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

レ
イ
リ
と
は

「
第
3
回
さ
い
と
う
・
た
か
を

賞
」
を
受
賞
し
た
、
岩
明
均
氏
と

室
井
大
資
氏
に
よ
る
傑
作
時
代
劇

コ
ミ
ッ
ク
。
11
歳
に
し
て
長
篠
の

戦
い
で
家
族
を
失
っ
た
少
女
レ
イ

リ
が
、
武
田
家
重
臣
・
岡
部
元
信

に
命
を
救
わ
れ
、
武
田
信
勝
の
影

武
者
と
し
て
生
き
て
い
く
物
語
。

そ
の
中
で
高
天
神
城
は
、
物
語
の

強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
紙
幅
で
登

場
し
て
い
ま
す
。

漫
画
×
高
天
神
城

レ
イ
リ
の
作
品
世
界
を
表
現
す

る
、
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
一
堂
に

集
め
た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　8
月
9
日
㈬
午
後
1
時
〜

12
日
㈯
正
午
ま
で

※
10
日
㈭
、
11
日
（
金
・
祝
）
の
み

　午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ
　文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ

　大
会
議
室
（
大
坂
）

展
示
内
容

①
レ
イ
リ
全
6
巻
の
複
製
画
の
展
示

②
レ
イ
リ
と
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

③
映
像
コ
ー
ナ
ー

④
高
天
神
城
ジ
オ
ラ
マ
展
示

入
場
料
　無
料

問 文化・スポーツ振興課
　（☎21-1126）

型コロナワクチン接種型コロナワクチン接種
春開始接種は8月末まで春開始接種は8月末まで新新

和5年度 地区集会を開催和5年度 地区集会を開催
対話をとおしてまちづくりの発展へ令

令
和
5
年
度
地
区
集
会
開
催
日
程

８
月
２
日（
水
）

 

７
日（
月
）

 

15
日（
火
）

 

21
日（
月
）

 

28
日（
月
）

 

30
日（
水
）

９
月
１
日（
金
）

 

25
日（
月
）

 

26
日（
火
）

 

27
日（
水
）

10
月
12
日（
木
）

 

13
日（
金
）

 

17
日（
火
）

 

18
日（
水
）

 

23
日（
月
）

 

24
日（
火
）

 

25
日（
水
）

 

26
日（
木
）

 

30
日（
月
）

 

31
日（
火
）

11
月
１
日（
水
）

 

13
日（
月
）

 

14
日（
火
）

 

16
日（
木
）

 

17
日（
金
）

 

20
日（
月
）

 

22
日（
水
）

 

24
日（
金
）

※

地
区
の
希
望
に
よ
り
合
同
開
催

葛
ケ
丘

原
泉

千
浜

大
渕

倉
真

上
内
田

東
山
口※

日
坂※

東
山※

土
方

曽
我

原
谷

城
北

佐
束

大
須
賀
第
三

西
山
口

西
南
郷

粟
本

掛
川
第
五

桜
木

大
須
賀
第
二

大
須
賀
第
一

大
坂※

睦
浜※

掛
川
第
三※

掛
川
第
四※

原
田

中南
郷

西
郷

和
田
岡

掛
川
第
一
・
第
二

地
区
集
会
は
、
地
域
と
行
政
が

と
も
に
市
の
将
来
像
や
施
策
、
地

域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
対
話

す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
音
の
対
話
を
す
る
こ
と
で
、

状
況
や
思
い
を
共
有
し
、
さ
ら
な

る
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を
図
り
ま

す
。

参
加
対
象
者

地
区
　地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
自
治
区
な
ど
の
役
員

市
　市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

な
ど

地
区
集
会
の
様
子
を
公
開

各
会
場
の
様
子
は
録
画
し
、
9

月
か
ら
順
次
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
地
区
集
会
」
に
て
配

信
し
ま
す
。

ま
た
、
対
話
の
内
容
を
「
市
民

と
市
長
の
交
流
ノ
ー
ト
」
と
し
て

ま
と
め
、
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
区
集
会
の
記
録
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
公
会
堂
・
公
民
館
や
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
拠
点
施

設
で
は
冊
子
版
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

Information

問 生涯学習協働推進課
　（☎21-1129）

問農林課
　（☎21-1147）

・農地プランから地域計画へ・農地プランから地域計画へ
農業の将来を地域で話し合い人

図
」
な
ど
）

今
後
の
進
め
方

農
業
者
、
農
業
委
員
会
、
農
協

な
ど
に
よ
る
話
し
合
い
を
、
令
和

5
年
秋
ご
ろ
か
ら
地
区
ご
と
に
行

い
、
地
域
計
画
を
令
和
6
年
度
末

ま
で
に
策
定
し
ま
す
。
地
域
計
画

の
策
定
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
地
図
の
イ
メ
ー
ジ

農
作
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
耕
作
し
や
す
い
よ
う

に
農
地
を
ま
と
め
る
こ
と
を

「
集
約
化
」
と
い
い
ま
す
。

地
域
で
話
し
合
い
を
行
い
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
図
を
「
目
標
地
図
」
と

い
い
ま
す
。

地
域
計
画
は
、
農
地
利
用
の
将

来
像
を
明
確
に
し
て
、
農
地
を
継

続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
で
す
。

地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、
話

し
合
い
を
行
い
、
み
な
さ
ん
自
身

で
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

地
域
計
画
の
目
的

農
業
者
の
減
少
や
荒
廃
農
地
が

拡
大
し
、
農
地
が
適
切
に
利
用
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
農
地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な

る
よ
う
、
農
地
の
集
約
化
な
ど
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
化
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の

た
め
、
国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

法
定
化
し
、
課
題
や
対
策
に
取
り

組
む
た
め
の
「
地
域
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
計
画
（
以
下
「
地
域

計
画
」
と
い
う
）
」
を
策
定
す
る

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

地
域
計
画
で
は
、
次
の
こ
と
を

定
め
ま
す
。

①
地
域
計
画
の
区
域

②
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の

あ
り
方

③
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
に
関
す
る
目
標
（
農
業

者
ご
と
に
利
用
す
る
農
用
地
な

ど
を
明
確
化
し
た
「
目
標
地

Information

©岩明均・室井大資（秋田書店）2016©岩明均・室井大資（秋田書店）2016

担い手C 担い手B 担い手A

地域や農家同士での話し合い

耕作地がまとまり作業効率が上がる

市ホームページ

市ホームページ

（※）65歳以上の方や基礎疾患のある方には、春開始接種と秋開始接種の1回ずつ
の接種をお勧めしています。初回接種も引き続き実施しています。

■令和5年度接種の対象となる方
高齢者（65歳以上）（※）

医療従事者・介護従事者など

春開始接種
（5月8日～8月）

秋開始接種
（9月～予定）

5歳以上の全ての方
期間内に1回接種可能

基礎疾患を有する方（5～64歳）（※）

●お手元の接種券は保管してください。

問 健康医療課
　（☎64-5671）
　 コールセンター
　（☎050-2018-7455）
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春
開
始
接
種
は
8
月
末
ま
で

春
開
始
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
8
月
末
ま
で
に
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
各
自

で
医
療
機
関
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
予
約
し
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

予
約
前
に
接
種
対
象
を
再
確
認

64
歳
以
下
で
基
礎
疾
患
が
な
い

方
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
従
事
者

で
な
い
方
は
、
春
開
始
接
種
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
初
回
接
種

を
除
く
）
。

接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て

令
和
5
年
5
月
7
日
ま
で
に
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
な
ど

を
接
種
し
、
3
か
月
以
上
経
過
し

た
65
歳
以
上
の
方
と
5
回
目
接
種

完
了
者
に
接
種
券
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

5
回
目
接
種
が
完
了
し
て
い
な

い
5
〜
64
歳
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
ま
た
は
医
療
従
事
者
・
介
護

従
事
者
な
ど
の
方
で
、
お
手
元
に

接
種
券
が
な
く
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
電
子
申
請
、
ま
た
は
窓

口
（
徳
育
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
は
自
ら
の
判
断
で

令
和
5
年
度
も
自
己
負
担
な
し

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
効
果
と
副
反
応
を
考
慮
し
、

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
期
間
内

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
更

新
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 高

天
神
城
に
関
す
る
情
報

は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イリと高天神城展 開催イリと高天神城展 開催
今注目の高天神城の魅力発信今注目の高天神城の魅力発信レレ

開
催
目
的

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
の
強
い
訴
求
力
を
踏
ま
え
、

高
天
神
城
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

な
が
ら
、
歴
史
文
化
資
源
の
保
全

や
価
値
の
発
信
・
継
承
を
進
め
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
観
光

客
に
選
ば
れ
る
地
域
を
創
出
し
、

さ
ら
な
る
誘
客
と
に
ぎ
わ
い
を
目

指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解

き
、
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
う
こ

と
で
、
自
然
資
源
と
歴
史
文
化
資

源
の
魅
力
を
発
信
し
、
全
国
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

レ
イ
リ
と
は

「
第
3
回
さ
い
と
う
・
た
か
を

賞
」
を
受
賞
し
た
、
岩
明
均
氏
と

室
井
大
資
氏
に
よ
る
傑
作
時
代
劇

コ
ミ
ッ
ク
。
11
歳
に
し
て
長
篠
の

戦
い
で
家
族
を
失
っ
た
少
女
レ
イ

リ
が
、
武
田
家
重
臣
・
岡
部
元
信

に
命
を
救
わ
れ
、
武
田
信
勝
の
影

武
者
と
し
て
生
き
て
い
く
物
語
。

そ
の
中
で
高
天
神
城
は
、
物
語
の

強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
紙
幅
で
登

場
し
て
い
ま
す
。

漫
画
×
高
天
神
城

レ
イ
リ
の
作
品
世
界
を
表
現
す

る
、
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
一
堂
に

集
め
た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　8
月
9
日
㈬
午
後
1
時
〜

12
日
㈯
正
午
ま
で

※
10
日
㈭
、
11
日
（
金
・
祝
）
の
み

　午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

と
こ
ろ
　文
化
会
館
シ
オ
ー
ネ

　大
会
議
室
（
大
坂
）

展
示
内
容

①
レ
イ
リ
全
6
巻
の
複
製
画
の
展
示

②
レ
イ
リ
と
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

③
映
像
コ
ー
ナ
ー

④
高
天
神
城
ジ
オ
ラ
マ
展
示

入
場
料
　無
料

問 文化・スポーツ振興課
　（☎21-1126）

型コロナワクチン接種型コロナワクチン接種
春開始接種は8月末まで春開始接種は8月末まで新新

和5年度 地区集会を開催和5年度 地区集会を開催
対話をとおしてまちづくりの発展へ令

令
和
5
年
度
地
区
集
会
開
催
日
程

８
月
２
日（
水
）

 

７
日（
月
）

 

15
日（
火
）

 

21
日（
月
）

 

28
日（
月
）

 

30
日（
水
）

９
月
１
日（
金
）

 

25
日（
月
）

 

26
日（
火
）

 

27
日（
水
）

10
月
12
日（
木
）

 

13
日（
金
）

 

17
日（
火
）

 

18
日（
水
）

 

23
日（
月
）

 

24
日（
火
）

 
25
日（
水
）

 
26
日（
木
）
 

30
日（
月
）
 

31
日（
火
）

11
月
１
日（
水
）

 

13
日（
月
）

 

14
日（
火
）

 

16
日（
木
）

 

17
日（
金
）

 

20
日（
月
）

 

22
日（
水
）

 

24
日（
金
）

※

地
区
の
希
望
に
よ
り
合
同
開
催

葛
ケ
丘

原
泉

千
浜

大
渕

倉
真

上
内
田

東
山
口※

日
坂※

東
山※

土
方

曽
我

原
谷

城
北

佐
束

大
須
賀
第
三

西
山
口

西
南
郷

粟
本

掛
川
第
五

桜
木

大
須
賀
第
二

大
須
賀
第
一

大
坂※

睦
浜※

掛
川
第
三※

掛
川
第
四※

原
田

中南
郷

西
郷

和
田
岡

掛
川
第
一
・
第
二

地
区
集
会
は
、
地
域
と
行
政
が

と
も
に
市
の
将
来
像
や
施
策
、
地

域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
対
話

す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
音
の
対
話
を
す
る
こ
と
で
、

状
況
や
思
い
を
共
有
し
、
さ
ら
な

る
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を
図
り
ま

す
。

参
加
対
象
者

地
区
　地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
自
治
区
な
ど
の
役
員

市
　市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

な
ど

地
区
集
会
の
様
子
を
公
開

各
会
場
の
様
子
は
録
画
し
、
9

月
か
ら
順
次
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
地
区
集
会
」
に
て
配

信
し
ま
す
。

ま
た
、
対
話
の
内
容
を
「
市
民

と
市
長
の
交
流
ノ
ー
ト
」
と
し
て

ま
と
め
、
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
区
集
会
の
記
録
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
公
会
堂
・
公
民
館
や
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
拠
点
施

設
で
は
冊
子
版
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

Information

問 生涯学習協働推進課
　（☎21-1129）

問農林課
　（☎21-1147）

・農地プランから地域計画へ・農地プランから地域計画へ
農業の将来を地域で話し合い人

図
」
な
ど
）

今
後
の
進
め
方

農
業
者
、
農
業
委
員
会
、
農
協

な
ど
に
よ
る
話
し
合
い
を
、
令
和

5
年
秋
ご
ろ
か
ら
地
区
ご
と
に
行

い
、
地
域
計
画
を
令
和
6
年
度
末

ま
で
に
策
定
し
ま
す
。
地
域
計
画

の
策
定
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
地
図
の
イ
メ
ー
ジ

農
作
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
耕
作
し
や
す
い
よ
う

に
農
地
を
ま
と
め
る
こ
と
を

「
集
約
化
」
と
い
い
ま
す
。

地
域
で
話
し
合
い
を
行
い
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
し
た
図
を
「
目
標
地
図
」
と

い
い
ま
す
。

地
域
計
画
は
、
農
地
利
用
の
将

来
像
を
明
確
に
し
て
、
農
地
を
継

続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
で
す
。

地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、
話

し
合
い
を
行
い
、
み
な
さ
ん
自
身

で
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

地
域
計
画
の
目
的

農
業
者
の
減
少
や
荒
廃
農
地
が

拡
大
し
、
農
地
が
適
切
に
利
用
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
農
地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な

る
よ
う
、
農
地
の
集
約
化
な
ど
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
化
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
の

た
め
、
国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

法
定
化
し
、
課
題
や
対
策
に
取
り

組
む
た
め
の
「
地
域
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
計
画
（
以
下
「
地
域

計
画
」
と
い
う
）
」
を
策
定
す
る

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

地
域
計
画
で
は
、
次
の
こ
と
を

定
め
ま
す
。

①
地
域
計
画
の
区
域

②
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の

あ
り
方

③
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的

な
利
用
に
関
す
る
目
標
（
農
業

者
ご
と
に
利
用
す
る
農
用
地
な

ど
を
明
確
化
し
た
「
目
標
地

Information

©岩明均・室井大資（秋田書店）2016©岩明均・室井大資（秋田書店）2016

担い手C 担い手B 担い手A

地域や農家同士での話し合い

耕作地がまとまり作業効率が上がる

市ホームページ

市ホームページ

（※）65歳以上の方や基礎疾患のある方には、春開始接種と秋開始接種の1回ずつ
の接種をお勧めしています。初回接種も引き続き実施しています。

■令和5年度接種の対象となる方
高齢者（65歳以上）（※）

医療従事者・介護従事者など

春開始接種
（5月8日～8月）

秋開始接種
（9月～予定）

5歳以上の全ての方
期間内に1回接種可能

基礎疾患を有する方（5～64歳）（※）

●お手元の接種券は保管してください。

問 健康医療課
　（☎64-5671）
　 コールセンター
　（☎050-2018-7455）
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月3日（日）は総合防災訓練月3日（日）は総合防災訓練
発災後の避難所運営を中心に発災後の避難所運営を中心に99

「
自
助
」
の
力
を
高
め
、
「
共

助
」
で
支
え
合
う

大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
自
宅
で

の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

地
域
の
避
難
所
（
公
会
堂
な
ど
）

や
広
域
避
難
所
（
小
中
学
校
な

ど
）
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
広
域
避
難
所
は
、
自
主
防
災

会
と
避
難
者
が
協
力
し
て
運
営
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
会
が
主
体
と
な
っ
た
広
域
避

難
所
の
運
営
訓
練
を
9
月
3
日
㈰

に
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
今
年
5
月
に
5
類
へ
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
に

対
す
る
対
策
は
避
難
所
に
と
っ
て

今
後
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
訓
練

を
通
じ
、
実
際
の
災
害
時
に
備
え

ま
す
。

訓
練
へ
の
参
加
と
、
家
庭
で
の
備

え
の
見
直
し
を

日
頃
の
地
域
住
民
の
つ
な
が
り

が
、
災
害
時
に
共
助
と
し
て
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
訓

練
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
災
訓
練
は
、
家
庭
で

の
災
害
へ
の
備
え
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
非
常
持
出
品
は
、
家

族
構
成
に
応
じ
て
必
要
な
物
を
用

意
し
、
保
存
状
態
や
使
用
期
限
な

ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
「
家
庭
の
避
難
計

画
」
の
作
成
と
見
直
し
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
避
難
場
所
の
確
認
や

避
難
経
路
な
ど
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警

報
な
ど
、
災
害
に
備
え
る
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
信
で
き
ま
す
。

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

同
報
無
線
放
送
が
流
れ
ま
す

午
前
9
時
頃
か
ら
緊
急
地
震

速
報
や
大
津
波
警
報
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 危機管理課
　（☎21-1131）

育のお仕事相談会を開催育のお仕事相談会を開催
個別相談ができます保

わ
っ
て
み
た
い

※
幼
稚
園
教
諭
免
許
に
つ
い
て
は

法
改
正
に
よ
り
更
新
制
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。
有
効
な
免
許

な
ど
の
確
認
も
含
め
て
相
談
が

で
き
ま
す
。

備
考相

談
会
当
日
の
託
児
あ
り

（
午
前
9
時
〜
正
午
）

託
児
希
望
の
場
合
は
8
月
30
日

㈬
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

9
月
7
日
㈭
ま
で
に
次
の
二
次

元
コ
ー
ド
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
）
か

ら
電
子
申
請

当
日
、
申
し
込
み
な
し
で
の
来

場
も
可
能
で
す
。

市
役
所
で
就
職
相
談
や
説
明
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
に
関
す
る
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
令
和
5
年

度
中
、
ま
た
は
令
和
6
年
4
月
か

ら
市
内
の
法
人
（
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所

な
ど
）
で
就
職
を
検
討
し
て
い
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

求
人
園
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
予
定
で
す
。

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

と
き9

月
10
日
㈰

午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　
掛
川
市
役
所
4
階
会
議
室

対
象次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
新
卒
（
令
和
6
年
3
月
卒
業
見

込
み
以
降
）

②
有
資
格
者
で
次
の
要
件
な
ど
に

該
当
す
る
方

・
短
時
間
な
ら
働
き
た
い

・
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
な
ら
働

き
た
い

・
幼
稚
園
教
諭
免
許
に
つ
い
て
相

談
し
た
い

③
子
育
て
に
関
す
る
仕
事
に
携

Information

問 こども政策課
　（☎21-1211）

メールマガジン

新
し
い『
農
業
委
員
』、『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
』が

決
ま
り
ま
し
た

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
21-

1
1
4
7
）

Ａ
　
農
業
委
員
は
農
地
の
所
有
権

移
転
や
農
地
転
用
の
申
請
を
審
議

し
、
市
内
の
農
地
の
適
正
な
利
用

を
監
督
す
る
と
と
も
に
、
農
地
を

広
く
活
用
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
市
の
農
業
の
代
表
者

で
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

農
業
委
員
と
協
力
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
や
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど

の
農
地
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
地
元
地
域
の
相
談
役

で
す
。

Ａ
　
下
表
の
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
で
構
成
さ
れ

る
組
織
で
す
。
毎
月
１
回
の
総
会

で
は
農
地
の
売
買
や
農
地
転
用

（
農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
）
の
申
請
に
つ
い
て
許
可
す

べ
き
か
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

申込フォーム

市ホームページ

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
は
何
で

す
か
？

Q1
農
業
委
員
会
と
は

何
で
す
か
？

Q2

Ａ
　
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に

利
用
す
る
際
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

場
所
や
目
的
に
よ
っ
て
は
許
可
が

下
り
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
事
務
局
に
申
請
内
容

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
農
業
委
員

会
で
許
可
を
得
ず
に
、
農
地
を
別

の
目
的
に
使
用
し
た
場
合
は
違
法

で
す
）
。

Ａ
　
農
地
を
農
地
と
し
て
売
る
場

合
も
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
。
農
地
の
貰
い
手
が
決
ま
っ

て
い
る
場
合
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
貰

い
手
が
未
定
の
場
合
は
地
域
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

農
地
に
自
宅
を
建
て
た
い

の
で
す
が
？

Q3
農
地
を
農
地
と
し
て
売
り

た
い
の
で
す
が
？

Q4

　
 〇新任農地利用最適化推進委員（任期：令和5年7月20日～令和8年7月19日）
 落合　政憲（掛川／南郷／西南郷）　 福井　秋廣（上内田）　 近藤　隆　　（西山口）　
 松浦　強　（東山口）　 水野　時秀（日坂）　 山本　康博　（東山）　
 伊藤　勇司（粟本）　 田邊　孝臣（倉真）　 伊藤　浩之　（西郷）　
 柴田　佳寛（原泉）　 三浦　勝司（原田）　 佐藤　賢司　（原谷）　
 松浦　一幸（桜木）　 鈴木　崇夫（和田岡）　 岩井　義博　（曽我）　
 赤堀　修治（千浜）　 市野　雅昭（睦浜）　 杉浦　清司　（大坂）　
 岡本　康一（土方）　 清水　康一（佐束）　 西郷　恵美子（中）　
 鈴木　好之（山崎／横須賀）　 平松　和賢（沖之須／西大渕）　 土屋　義光　（大渕）　

　
 〇新任農業委員（任期：令和5年7月20日～令和8年7月19日）
 【地区担当有り】
 鈴木　昇　　（栄川中学校区） 角皆　春久（東中学校区）　 大庭　敏彦（西中学校区）　
 萩田　喜一　（桜が丘中学校区）　 髙野　護　（原野谷中学校区）　 戸塚　文雄（北中学校区）　
 渡邉　翔太朗（城東中学校区）　 後藤　猛　（大浜中学校区）　 内藤　善信（大須賀中学校区）　　
 【地区担当無し】
 鈴木　深雪 山本　典子 大塲　秀明
 渥美　広言 鈴木　久裕
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「
自
助
」
の
力
を
高
め
、
「
共

助
」
で
支
え
合
う

大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
自
宅
で

の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

地
域
の
避
難
所
（
公
会
堂
な
ど
）

や
広
域
避
難
所
（
小
中
学
校
な

ど
）
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
広
域
避
難
所
は
、
自
主
防
災

会
と
避
難
者
が
協
力
し
て
運
営
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
会
が
主
体
と
な
っ
た
広
域
避

難
所
の
運
営
訓
練
を
9
月
3
日
㈰

に
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
今
年
5
月
に
5
類
へ
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
に

対
す
る
対
策
は
避
難
所
に
と
っ
て

今
後
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
訓
練

を
通
じ
、
実
際
の
災
害
時
に
備
え

ま
す
。

訓
練
へ
の
参
加
と
、
家
庭
で
の
備

え
の
見
直
し
を

日
頃
の
地
域
住
民
の
つ
な
が
り

が
、
災
害
時
に
共
助
と
し
て
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
訓

練
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
災
訓
練
は
、
家
庭
で

の
災
害
へ
の
備
え
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
非
常
持
出
品
は
、
家

族
構
成
に
応
じ
て
必
要
な
物
を
用

意
し
、
保
存
状
態
や
使
用
期
限
な

ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
「
家
庭
の
避
難
計

画
」
の
作
成
と
見
直
し
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
避
難
場
所
の
確
認
や

避
難
経
路
な
ど
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警

報
な
ど
、
災
害
に
備
え
る
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
信
で
き
ま
す
。

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

同
報
無
線
放
送
が
流
れ
ま
す

午
前
9
時
頃
か
ら
緊
急
地
震

速
報
や
大
津
波
警
報
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 危機管理課
　（☎21-1131）

育のお仕事相談会を開催育のお仕事相談会を開催
個別相談ができます保

わ
っ
て
み
た
い

※
幼
稚
園
教
諭
免
許
に
つ
い
て
は

法
改
正
に
よ
り
更
新
制
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。
有
効
な
免
許

な
ど
の
確
認
も
含
め
て
相
談
が

で
き
ま
す
。

備
考相

談
会
当
日
の
託
児
あ
り

（
午
前
9
時
〜
正
午
）

託
児
希
望
の
場
合
は
8
月
30
日

㈬
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

9
月
7
日
㈭
ま
で
に
次
の
二
次

元
コ
ー
ド
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
）
か

ら
電
子
申
請

当
日
、
申
し
込
み
な
し
で
の
来

場
も
可
能
で
す
。

市
役
所
で
就
職
相
談
や
説
明
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
に
関
す
る
個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
令
和
5
年

度
中
、
ま
た
は
令
和
6
年
4
月
か

ら
市
内
の
法
人
（
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所

な
ど
）
で
就
職
を
検
討
し
て
い
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

求
人
園
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
予
定
で
す
。

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

と
き9

月
10
日
㈰

午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ

　
掛
川
市
役
所
4
階
会
議
室

対
象次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
新
卒
（
令
和
6
年
3
月
卒
業
見

込
み
以
降
）

②
有
資
格
者
で
次
の
要
件
な
ど
に

該
当
す
る
方

・
短
時
間
な
ら
働
き
た
い

・
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
な
ら
働

き
た
い

・
幼
稚
園
教
諭
免
許
に
つ
い
て
相

談
し
た
い

③
子
育
て
に
関
す
る
仕
事
に
携

Information

問 こども政策課
　（☎21-1211）

メールマガジン

新
し
い『
農
業
委
員
』、『
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
』が

決
ま
り
ま
し
た

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
21-

1
1
4
7
）

Ａ
　
農
業
委
員
は
農
地
の
所
有
権

移
転
や
農
地
転
用
の
申
請
を
審
議

し
、
市
内
の
農
地
の
適
正
な
利
用

を
監
督
す
る
と
と
も
に
、
農
地
を

広
く
活
用
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
市
の
農
業
の
代
表
者

で
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

農
業
委
員
と
協
力
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
や
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど

の
農
地
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
地
元
地
域
の
相
談
役

で
す
。

Ａ
　
下
表
の
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
で
構
成
さ
れ

る
組
織
で
す
。
毎
月
１
回
の
総
会

で
は
農
地
の
売
買
や
農
地
転
用

（
農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
）
の
申
請
に
つ
い
て
許
可
す

べ
き
か
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

申込フォーム

市ホームページ

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
は
何
で

す
か
？

Q1
農
業
委
員
会
と
は

何
で
す
か
？

Q2

Ａ
　
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に

利
用
す
る
際
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

場
所
や
目
的
に
よ
っ
て
は
許
可
が

下
り
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
事
務
局
に
申
請
内
容

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
農
業
委
員

会
で
許
可
を
得
ず
に
、
農
地
を
別

の
目
的
に
使
用
し
た
場
合
は
違
法

で
す
）
。

Ａ
　
農
地
を
農
地
と
し
て
売
る
場

合
も
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
。
農
地
の
貰
い
手
が
決
ま
っ

て
い
る
場
合
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
貰

い
手
が
未
定
の
場
合
は
地
域
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

農
地
に
自
宅
を
建
て
た
い

の
で
す
が
？

Q3
農
地
を
農
地
と
し
て
売
り

た
い
の
で
す
が
？

Q4

　
 〇新任農地利用最適化推進委員（任期：令和5年7月20日～令和8年7月19日）
 落合　政憲（掛川／南郷／西南郷）　 福井　秋廣（上内田）　 近藤　隆　　（西山口）　
 松浦　強　（東山口）　 水野　時秀（日坂）　 山本　康博　（東山）　
 伊藤　勇司（粟本）　 田邊　孝臣（倉真）　 伊藤　浩之　（西郷）　
 柴田　佳寛（原泉）　 三浦　勝司（原田）　 佐藤　賢司　（原谷）　
 松浦　一幸（桜木）　 鈴木　崇夫（和田岡）　 岩井　義博　（曽我）　
 赤堀　修治（千浜）　 市野　雅昭（睦浜）　 杉浦　清司　（大坂）　
 岡本　康一（土方）　 清水　康一（佐束）　 西郷　恵美子（中）　
 鈴木　好之（山崎／横須賀）　 平松　和賢（沖之須／西大渕）　 土屋　義光　（大渕）　

　
 〇新任農業委員（任期：令和5年7月20日～令和8年7月19日）
 【地区担当有り】
 鈴木　昇　　（栄川中学校区） 角皆　春久（東中学校区）　 大庭　敏彦（西中学校区）　
 萩田　喜一　（桜が丘中学校区）　 髙野　護　（原野谷中学校区）　 戸塚　文雄（北中学校区）　
 渡邉　翔太朗（城東中学校区）　 後藤　猛　（大浜中学校区）　 内藤　善信（大須賀中学校区）　　
 【地区担当無し】
 鈴木　深雪 山本　典子 大塲　秀明
 渥美　広言 鈴木　久裕



8/19（土）～27（日）（21（月）は休館）
9：00～17：00
大東図書館（大坂）

一般
入場無料

50点の写真を展示します。
　直接会場へ

三井シニアクラブ写友会
第5回写真展
　福住（☎72-2744）

8/20（日）9：00～12：30
JA掛川市本所（千羽）

一般
30人
参加無料

江戸時代の掛川藩の書、掛川誌稿から東山
口地区の史跡をめぐります（小雨決行）
　電話またはFAX（22-2652）

県民の日史跡ウォーク
　掛川観光ボランティア猫の手
の会・粂田（☎090-4864-8648）

8/20（日）9：30～11：30
文化会館シオーネ（大坂）

小学生
15人
1,000円

ドラムパーカッション&おもしろ楽器体験。
講師は平松浩一郎先生
　メール（yumiko.mizuno@vc.tnc.ne.jp）

キッズパーカッションワー
クショップ
　水野（☎090-2770-1766）

9/10（日）10：00～16：00
さんりーな（大池）

どなたでも
6,000円

高名な先生に健康増進効果の顕著な気功
法を学びます。
　電話

中健次郎先生気功講習会
　内藤（☎24-1256）

9/10（日）10：00～14：00
掛川東病院（杉谷南）

どなたでも
入場無料

キッチンカーや露店、はしご車訓練などさま
ざまな催し物を開催。
　直接会場へ

希望の丘マルシェ
　掛川東病院（☎23-7111）

9/22（金）13：30～15：00
磐田市立総合病院（磐田市）

がん患者やそ
の家族
参加無料

患者・家族が自由に集い、語り合う場です。
外見変化ケアについてミニレクチャーも
　直接会場へ

がんサロン「なごみ」　
　磐田市立総合病院
（☎0538-38-5286）

9/30（土）9：00～
さんりーな（大池）

市内在住・在
勤・在学の方
300円/1人

個人戦トーナメント方式。一般高校生、60歳
以上、中学2年生、中学1年生（小学生可）の
男女計8種目
　参加申込書を9/4（月）～19（火）にメール

第60回掛川市長杯争奪卓
球大会
　掛川卓球協会・佐藤
（☎090-8152-5754）

10/5（木）13：30～15：30
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
1,000円
（80歳以上、
障がい者無料）

1人1首、詠草原稿
　94円切手を貼った返信用封筒と参加料を
9/15（金）までに永田（〒437-1301横須賀
431）へ郵送または直接提出

短歌のつどい
　掛川市文化協会大須賀支
部・永田（☎48-4589）

10/10（火）まで

一般300円（写
真集代）
高校生以下
無料

句題写真集「日々のことのは」を見て、俳句
を作ってみませんか。
　高久書店、とうもんの里、永福寺、本と珈
琲とときどきバイクへ持参

ほんわか俳句大賞
「この写真で一句！」
　三宅（☎090-4119-6270）

毎月第3土曜日13：30～
第一小地域生涯学習センター
（掛川）

どなたでも
1,500円/月

奥の細道など古典を読み、俳句の楽しさを
学びましょう。初心者歓迎。
　電話

いそみ俳句会会員募集
　内藤（☎24-1256）

月曜日　さんりーな（大池）
日曜日　あすなろ（富部）ほか
19：00～

中学1・2年生
1,600円/月

基礎から実践で生かせるスキルまで幅広く
練習。部活で活躍したい方、体験からどう
ぞ。
　電話

中学生バスケットボール教
室「掛川ビクトリーズ」参加
者募集
　設楽（☎090-4743-1207）

毎週木曜日
①13：00～②15：00～
たまり～な

①どなたでも
②年長以上
1,000円/回

初心者向けのパソコン教室とプログラミン
グ教室です。脳トレにいかがですか。
　電話またはメール（support@npo-edit.com）

パソコン・プログラミング
教室
　NPO法人EDIT（☎070-8516-6212）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

8/19（土）
13：30～15：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125・FAX21-1212）
sangyo@city.kakegawa.
shizuoka.jp

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

「女性向け起業セミナー ライフプランから考えるこ
れからの働き方」講師は社会保険労務士・ファイナン
シャルプランナーの小田切克子さん。
　8/18（金）までに電子申請、電話、FAX、
メール（申込順）※託児希望の方は、8/7（月）
17：00までに申込

8/20（日）
10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土
方）

どなたでも
入館無料

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

館内案内、スタンプラリー、バルーンアート、救命救
急体験、ヨーヨー釣りなど、当館のボランティアによ
るおもてなしイベントです。
　直接会場へ

8/20（日）
1部10：00～12：00
2部13：00～15：00
たまり～な（満水）

小学3～6年生
2,000円/1個
（材料費込み）
各部10個まで

夏休み工作教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

紙バンドを使ってかわいい小物入れを作ります。犬、
猫、うさぎ、熊、鳥の中から選んでください。
　8/2（水）9：00～電話（申込順・火曜休館）

8/26（土）
14：00～20：00
コミュニティ公園周辺
（大坂）

どなたでも
入場無料

いとくり通りサマーフェ
スティバル
　掛川みなみ商工会
（☎72-2701）

地域の子どもたちによるダンスパフォーマンス、吹奏
楽の演奏と露店やキッチンカーの出店があります。
　直接会場へ

9/9（土）・24（日）
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

9/18（月・祝）
10：30～12：00
竹の丸（掛川）

市内在住、在
勤の方
20人
一般1,100円
（KIC会員600円）

南インド古典舞踊で楽
しむインドの世界
　　NPO法人掛川国際
交流センター
（☎24-5595）※市補助事業

南インド古典舞踊「バラタナティヤム」をインドのお菓
子や本場のチャイとともに楽しみませんか。
インド文化の紹介や簡単な舞踊体験もでき
ます。
　8/7（月）～電話または電子申請（申込順）

9/30（土）
13：30～15：30
美感ホール（亀の甲）

どなたでも
入場無料

蓮池薫さん講演会
　　ライフサポートセン
ター（☎053-466-6307）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

拉致問題の現状と24年に渡る北朝鮮での生活につ
いて語ります。
※会場に駐車場がありませんので公共交通
機関をご利用ください。
　電話または電子申請

10/13（金）
①10：30～12：00
②13：30～15：00
資生堂企業資料館・
アートハウス（下俣）

市内在住の概
ね65歳以上
の方
各回14人
参加無料

掛川市×資生堂共創事業
生涯お達者市民セミナー
　　企画政策課
（☎21-1127）

掛川から日本全国を元気にする「掛川GENKIプロジェ
クト」第3弾！「化粧のちから」で健康長寿延伸を目指す
体操やスキンケア・メイクアップ体験とアート
ハウスの展示品をお楽しみいただきます。　
　電話または申込フォーム（申込順）

10/18（水）、11/14（火）、
12/21（木）・24（日）、
R6/1/17（水）、2/14（水）、
3/20（水・祝）・21（木）
9：00～16：20
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
（中学生以下
保護者同伴）
60分1,500円/
区分

大ホールでフルコン
サートピアノを弾こう
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

反響板を組んだ大ホールの舞台でフルコンサートピ
アノ「ヤマハ CFⅢS」を独り占め。思う存分弾いてみ
ませんか。
　8/23（水）10：00～電話または来館（受付17：00ま
で・月曜休館）。予約後窓口にて料金前払い

11/7（火）14：00～
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
前売り一般
2,500円（友の会
2,200円、当日
券は500円増）

木山裕策と歌声カル
テットの昭和歌謡コン
サート
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

木山裕策（代表曲home）と歌声カルテットが長く愛
される唱歌や想い出の名曲を歌います。感動と圧巻
の歌唱力をご堪能ください。全席指定。
　8/26（土）10：00～窓口（友の会会員はウェブ先行
予約あり）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

①9/5②9/19③10/3
④10/17⑤10/31⑥
11/7⑦11/21の火曜日
13:30～15:00
①と⑦市役所４階会議室
②～⑥西郷みらい館
(上西郷)

おおむね65歳
以上の市内在
住の方（全日
程参加可能な
方優先）
20人
参加無料

介護予防推進員
（茶ちゃっとサポート隊）
育成講座（全７回）
　　長寿推進課
(☎21-1364)
choju@city.kakegawa.shizuoka.jp

介護予防に取り組むボランティアを目指す講座で
す。①介護予防推進員について②茶ちゃっとサポー
ト隊の紹介③ボランティア活動の心構え④身体の動
きについて⑤筋ちゃん体操について⑥筋
ちゃん体操練習⑦筋ちゃん体操実践
　電話、メール、電子申請(申込順)

8/27(日)13:00～
（株）Be happy内
(大渕7615番地)

市内在住のひき
こもり状態にあ
る方やご家族
参加無料

ひきこもり学習会「ひき
こもりの基礎について」
　福祉課(☎21-1215)
　きみいろ(☎080-4297-5194)

ひきこもり状態にある方や生きづらさを抱えている
方、その家族のつどいの場となるよう学習会を開催。
悩みなどの共有の場になるよう交流会も開催します。
　電話またはメール(behp.1011@gmail.com)

指定ごみ袋が新デザインに
　環境政策課(☎21-1145)

昨年度、市内の小学４～６年生から
募集した「ごみ減量標語」の最優秀作
品が指定ごみ袋に記載されます。今
後、取扱店で順次販売されます。従来
の指定ごみ袋（きんじろうくんが記載
されている指定ごみ袋）も継続して利
用できます。
「ごみ減量標語」の入賞作品につい
ては、広報かけがわ４月号をご覧くだ
さい。

地震防災対策住民アンケート
　危機管理課（☎21-1131）

地震・津波から命を守るためには、日
頃からの備えが重要です。内閣府で
は、災害に対する意識の現状把握のた
め、「地震防災対策の現状調査に係る
住民向けアンケート」を実施します。
対象　掛川市民
調査方法　URL(https://en.surece.co.
　jp/kaiko2023/)または二次元コー
ドからアンケートフォーム
にアクセス
回答期限　8月31日（木）

障がい者就労面接会
　　ハローワーク掛川（☎22-4185）

福祉課（☎21-1215）

就職を希望する障がいのある方が
企業と個別相談・面接ができる就職面
接会。最大15社参加予定です。
とき　9月7日（木）午後2時～4時30
分

ところ　生涯学習センター（御所原）
対象　就職を希望する障がいのある
方
参加費　無料
申込方法　前日までに電話
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8/19（土）～27（日）（21（月）は休館）
9：00～17：00
大東図書館（大坂）

一般
入場無料

50点の写真を展示します。
　直接会場へ

三井シニアクラブ写友会
第5回写真展
　福住（☎72-2744）

8/20（日）9：00～12：30
JA掛川市本所（千羽）

一般
30人
参加無料

江戸時代の掛川藩の書、掛川誌稿から東山
口地区の史跡をめぐります（小雨決行）
　電話またはFAX（22-2652）

県民の日史跡ウォーク
　掛川観光ボランティア猫の手
の会・粂田（☎090-4864-8648）

8/20（日）9：30～11：30
文化会館シオーネ（大坂）

小学生
15人
1,000円

ドラムパーカッション&おもしろ楽器体験。
講師は平松浩一郎先生
　メール（yumiko.mizuno@vc.tnc.ne.jp）

キッズパーカッションワー
クショップ
　水野（☎090-2770-1766）

9/10（日）10：00～16：00
さんりーな（大池）

どなたでも
6,000円

高名な先生に健康増進効果の顕著な気功
法を学びます。
　電話

中健次郎先生気功講習会
　内藤（☎24-1256）

9/10（日）10：00～14：00
掛川東病院（杉谷南）

どなたでも
入場無料

キッチンカーや露店、はしご車訓練などさま
ざまな催し物を開催。
　直接会場へ

希望の丘マルシェ
　掛川東病院（☎23-7111）

9/22（金）13：30～15：00
磐田市立総合病院（磐田市）

がん患者やそ
の家族
参加無料

患者・家族が自由に集い、語り合う場です。
外見変化ケアについてミニレクチャーも
　直接会場へ

がんサロン「なごみ」　
　磐田市立総合病院
（☎0538-38-5286）

9/30（土）9：00～
さんりーな（大池）

市内在住・在
勤・在学の方
300円/1人

個人戦トーナメント方式。一般高校生、60歳
以上、中学2年生、中学1年生（小学生可）の
男女計8種目
　参加申込書を9/4（月）～19（火）にメール

第60回掛川市長杯争奪卓
球大会
　掛川卓球協会・佐藤
（☎090-8152-5754）

10/5（木）13：30～15：30
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
1,000円
（80歳以上、
障がい者無料）

1人1首、詠草原稿
　94円切手を貼った返信用封筒と参加料を
9/15（金）までに永田（〒437-1301横須賀
431）へ郵送または直接提出

短歌のつどい
　掛川市文化協会大須賀支
部・永田（☎48-4589）

10/10（火）まで

一般300円（写
真集代）
高校生以下
無料

句題写真集「日々のことのは」を見て、俳句
を作ってみませんか。
　高久書店、とうもんの里、永福寺、本と珈
琲とときどきバイクへ持参

ほんわか俳句大賞
「この写真で一句！」
　三宅（☎090-4119-6270）

毎月第3土曜日13：30～
第一小地域生涯学習センター
（掛川）

どなたでも
1,500円/月

奥の細道など古典を読み、俳句の楽しさを
学びましょう。初心者歓迎。
　電話

いそみ俳句会会員募集
　内藤（☎24-1256）

月曜日　さんりーな（大池）
日曜日　あすなろ（富部）ほか
19：00～

中学1・2年生
1,600円/月

基礎から実践で生かせるスキルまで幅広く
練習。部活で活躍したい方、体験からどう
ぞ。
　電話

中学生バスケットボール教
室「掛川ビクトリーズ」参加
者募集
　設楽（☎090-4743-1207）

毎週木曜日
①13：00～②15：00～
たまり～な

①どなたでも
②年長以上
1,000円/回

初心者向けのパソコン教室とプログラミン
グ教室です。脳トレにいかがですか。
　電話またはメール（support@npo-edit.com）

パソコン・プログラミング
教室
　NPO法人EDIT（☎070-8516-6212）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

8/19（土）
13：30～15：30
（13：00受付）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー
　　産業労働政策課
（☎21-1125・FAX21-1212）
sangyo@city.kakegawa.
shizuoka.jp

伝言板 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

「女性向け起業セミナー ライフプランから考えるこ
れからの働き方」講師は社会保険労務士・ファイナン
シャルプランナーの小田切克子さん。
　8/18（金）までに電子申請、電話、FAX、
メール（申込順）※託児希望の方は、8/7（月）
17：00までに申込

8/20（日）
10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土
方）

どなたでも
入館無料

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

館内案内、スタンプラリー、バルーンアート、救命救
急体験、ヨーヨー釣りなど、当館のボランティアによ
るおもてなしイベントです。
　直接会場へ

8/20（日）
1部10：00～12：00
2部13：00～15：00
たまり～な（満水）

小学3～6年生
2,000円/1個
（材料費込み）
各部10個まで

夏休み工作教室
　　たまり～な
（☎24-2722）

紙バンドを使ってかわいい小物入れを作ります。犬、
猫、うさぎ、熊、鳥の中から選んでください。
　8/2（水）9：00～電話（申込順・火曜休館）

8/26（土）
14：00～20：00
コミュニティ公園周辺
（大坂）

どなたでも
入場無料

いとくり通りサマーフェ
スティバル
　掛川みなみ商工会
（☎72-2701）

地域の子どもたちによるダンスパフォーマンス、吹奏
楽の演奏と露店やキッチンカーの出店があります。
　直接会場へ

9/9（土）・24（日）
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

9/18（月・祝）
10：30～12：00
竹の丸（掛川）

市内在住、在
勤の方
20人
一般1,100円
（KIC会員600円）

南インド古典舞踊で楽
しむインドの世界
　　NPO法人掛川国際
交流センター
（☎24-5595）※市補助事業

南インド古典舞踊「バラタナティヤム」をインドのお菓
子や本場のチャイとともに楽しみませんか。
インド文化の紹介や簡単な舞踊体験もでき
ます。
　8/7（月）～電話または電子申請（申込順）

9/30（土）
13：30～15：30
美感ホール（亀の甲）

どなたでも
入場無料

蓮池薫さん講演会
　　ライフサポートセン
ター（☎053-466-6307）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

拉致問題の現状と24年に渡る北朝鮮での生活につ
いて語ります。
※会場に駐車場がありませんので公共交通
機関をご利用ください。
　電話または電子申請

10/13（金）
①10：30～12：00
②13：30～15：00
資生堂企業資料館・
アートハウス（下俣）

市内在住の概
ね65歳以上
の方
各回14人
参加無料

掛川市×資生堂共創事業
生涯お達者市民セミナー
　　企画政策課
（☎21-1127）

掛川から日本全国を元気にする「掛川GENKIプロジェ
クト」第3弾！「化粧のちから」で健康長寿延伸を目指す
体操やスキンケア・メイクアップ体験とアート
ハウスの展示品をお楽しみいただきます。　
　電話または申込フォーム（申込順）

10/18（水）、11/14（火）、
12/21（木）・24（日）、
R6/1/17（水）、2/14（水）、
3/20（水・祝）・21（木）
9：00～16：20
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
（中学生以下
保護者同伴）
60分1,500円/
区分

大ホールでフルコン
サートピアノを弾こう
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

反響板を組んだ大ホールの舞台でフルコンサートピ
アノ「ヤマハ CFⅢS」を独り占め。思う存分弾いてみ
ませんか。
　8/23（水）10：00～電話または来館（受付17：00ま
で・月曜休館）。予約後窓口にて料金前払い

11/7（火）14：00～
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
前売り一般
2,500円（友の会
2,200円、当日
券は500円増）

木山裕策と歌声カル
テットの昭和歌謡コン
サート
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

木山裕策（代表曲home）と歌声カルテットが長く愛
される唱歌や想い出の名曲を歌います。感動と圧巻
の歌唱力をご堪能ください。全席指定。
　8/26（土）10：00～窓口（友の会会員はウェブ先行
予約あり）

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。

①9/5②9/19③10/3
④10/17⑤10/31⑥
11/7⑦11/21の火曜日
13:30～15:00
①と⑦市役所４階会議室
②～⑥西郷みらい館
(上西郷)

おおむね65歳
以上の市内在
住の方（全日
程参加可能な
方優先）
20人
参加無料

介護予防推進員
（茶ちゃっとサポート隊）
育成講座（全７回）
　　長寿推進課
(☎21-1364)
choju@city.kakegawa.shizuoka.jp

介護予防に取り組むボランティアを目指す講座で
す。①介護予防推進員について②茶ちゃっとサポー
ト隊の紹介③ボランティア活動の心構え④身体の動
きについて⑤筋ちゃん体操について⑥筋
ちゃん体操練習⑦筋ちゃん体操実践
　電話、メール、電子申請(申込順)

8/27(日)13:00～
（株）Be happy内
(大渕7615番地)

市内在住のひき
こもり状態にあ
る方やご家族
参加無料

ひきこもり学習会「ひき
こもりの基礎について」
　福祉課(☎21-1215)
　きみいろ(☎080-4297-5194)

ひきこもり状態にある方や生きづらさを抱えている
方、その家族のつどいの場となるよう学習会を開催。
悩みなどの共有の場になるよう交流会も開催します。
　電話またはメール(behp.1011@gmail.com)

指定ごみ袋が新デザインに
　環境政策課(☎21-1145)

昨年度、市内の小学４～６年生から
募集した「ごみ減量標語」の最優秀作
品が指定ごみ袋に記載されます。今
後、取扱店で順次販売されます。従来
の指定ごみ袋（きんじろうくんが記載
されている指定ごみ袋）も継続して利
用できます。
「ごみ減量標語」の入賞作品につい
ては、広報かけがわ４月号をご覧くだ
さい。

地震防災対策住民アンケート
　危機管理課（☎21-1131）

地震・津波から命を守るためには、日
頃からの備えが重要です。内閣府で
は、災害に対する意識の現状把握のた
め、「地震防災対策の現状調査に係る
住民向けアンケート」を実施します。
対象　掛川市民
調査方法　URL(https://en.surece.co.
　jp/kaiko2023/)または二次元コー
ドからアンケートフォーム
にアクセス
回答期限　8月31日（木）

障がい者就労面接会
　　ハローワーク掛川（☎22-4185）

福祉課（☎21-1215）

就職を希望する障がいのある方が
企業と個別相談・面接ができる就職面
接会。最大15社参加予定です。
とき　9月7日（木）午後2時～4時30
分

ところ　生涯学習センター（御所原）
対象　就職を希望する障がいのある
方
参加費　無料
申込方法　前日までに電話
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カタログポケット
「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英

ポ

市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）

（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48-6561）
（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）

 8/ 5 （土）
  6 （日）
   11 （金・祝）
  12 （土）
  13 （日）
  19 （土）
  20 （日）
  26 （土）
   27 （日）
 9/ 2 （土）
  3 （日）

 8/ 5 （土）
  6 （日）
   11 （金・祝）
  12 （土）
  13 （日）
  19 （土）
  20 （日）
  26 （土）
   27 （日）
 9/ 2 （土）
  3 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/5～9/ 3

8月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

8月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

児童扶養手当現況届は期間内に
　　こども希望課（☎21-1144）

風水害・地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）
令和5年7月１日現在の寄付金額

 区分 件数 金額（円）
 個人 4 106,000
 法人 59 31,975,292
 団体 39 1,472,613
 合計 102   33,553,905
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市役所、支所、金融機関、コン
ビニエンスストア、アプリ決済、地
方税お支払サイトのホームペー
ジから納付できます。口座振替の
方は口座残高をご確認ください。

納期限は9月5日（火）
　納税課（☎21-1206）

納期限情報
納税は口座振替が便利です

市県民税第2期
国民健康保険税第2期

11月分以降（令和6年1月支給分か
ら）の児童扶養手当を受給するための
更新手続きをお願いします。該当する
方は7月末に届いた書類を提出期限ま
でに下記窓口へ提出してください。
窓口　こども希望課、大東ふくしあ、
大須賀ふくしあ
提出期限　8月31日（木）

緑のカーテンコンテスト作品募集
　　中部電力（株）静岡支店（☎54-6909）
　環境政策課（☎21-1218）

みなさんが育てた「緑のカーテン」を
募集します（参加賞あり）。
応募方法　今年育てた緑のカーテン
の写真に住所、氏名、電話番号、育
成エピソードなどを添えて郵送 
（〒436-0056 中央1-5-8）または
メール(Midorinokaten.kakegawa
　@chuden.co.jp)。
応募締切　8月31日（木）

東遠広域都市計画（案）の
縦覧と公聴会

　都市政策課（☎21-1151）

内容　用途地域の変更および地区計
画の決定（満水、東山口地区）
■縦覧
とき　8月15日（火）～29日（火）
ところ　市役所3階都市政策課
意見書の提出　8月30日（水）～9月6
日（水）に都市政策課へ提出
■公聴会
都市計画（案）について公開の場で
意見を述べることができます。
とき　9月8日（金）午前10時～
ところ　市役所4階会議室
対象　どなたでも
意見を述べるには 都市政策課にあ

る公述申出書に記入し、9月1日（金）午
後5時（必着）までの平日に同課へ提
出。公述の申し出がなかったとき、公
聴会は中止となります。

はばたけ未来の吉岡彌生
研究作品募集

　　吉岡彌生記念館（☎74-5566）

日本の女性医師育成に尽力した郷
土の偉人、吉岡彌生の業績を後世に伝
え顕彰し、次代を担う子どもたちの夢
と希望、志を育むため、優れた研究を
表彰します。
募集内容　医療・看護、健康・福祉、理
科、環境などの研究、論文、製作物
品、実践レポートなど
募集期間　10月1日（日）まで
対象　全国の小中学生と高校生（グ 
ループ研究も可）
応募方法　作品に応募票を添付して 
吉岡彌生記念館（〒437-1434 下土
方474）へ郵送、または直接提出
　応募票は吉岡彌生記念館ホーム
ぺージからダウンロードで入手
表彰・副賞　2月に表彰予定 
　※入賞者副賞は図書カード

掛川国際交流センター
英会話教室

　　NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）※市補助事業

ネイティブ講師によるやさしい英会
話や海外文化を学ぶ教室です。
日程　9月5日からの火曜日、10月3 
日からの火曜日

ところ　生涯学習センター（御所原）、 
大渕農村環境改善センター（大渕）
持ち物　筆記用具、英和辞書または 
電子辞書

クラス　ホームページまたはFacebo 
okでご確認ください。
申込方法　8月7日（月）から電話また 
はメール（kic@kakegawa-life.com）

特別児童扶養手当などの
所得状況届は期限内に
　　福祉課（☎21-1139）

特別児童扶養手当、特別障害者手
当、障害児福祉手当を受給されている
方は毎年8月に所得状況届の提出が
必要です。
7月末に送付の書類を期限内に下記
窓口に提出または郵送してください。
提出窓口　市役所1階福祉課、大東 
ふくしあ、大須賀ふくしあ
提出期限　8月18日（金）

日曜日に乳がん検診が
受けられます

　　中東遠総合医療センター
人間ドック・健診センター（☎28-8028）

子育てや介護、仕事などで多忙な平
日を過ごす女性のため、日本乳がんピ
ンクリボン運動の一環として、乳がん
検診（有料）を日曜日に行います。
とき　10月15日（日）午前8時15分～ 
正午

ところ　中東遠総合医療センター人 
間ドック・健診センター（菖蒲ヶ池）
対象　20歳以上の女性 
検査内容　①乳腺エコー3,740円② 
3Dマンモグラフィ2方向（トモシンセ
シス）9,900円③3Dマンモグラフィ
2方向（トモシンセシス）+乳腺エコー
13,640円④マンモグラフィ2方向
5,500円⑤マンモグラフィ2方向+
乳腺エコー9,240円（全て税込み）
　※女性技師が検査を行います。
検査結果　後日郵送
募集期限　9月8日（金）午後4時30分
募集人数　乳腺エコー40人、マンモ 
グラフィ50人（完全予約制。申込多
数のときは抽選）
申込方法　希望の検査内容、氏名、生
年月日、年齢、住所、電話番
号を電話またはウェブ

東京女子医科大看護学部
推薦入試と修学資金貸与
　　健康医療課（☎21-1324）

看護師や保健師を目指す学生に修
学の機会を与え、将来、市の地域医療
をけん引する人材の育成のため、同大
学同学部の推薦入試の掛川市地域枠
が設けられています。
この推薦入試合格者を対象にした
修学資金貸与制度もあります。
対象　次のいずれかに該当する者
　①市内の高校に通学している高校
生②本人もしくは保護者が市内に
住所を有する高校生
募集人員　若干名
応募方法　10月4日（水）までに必要 
書類を健康医療課（徳育保健セン 
ター）へ直接提出
※必ず要項を取り寄せ、事前に詳細を
　ご確認ください。

牧之原畑総職員募集
　　牧之原畑地総合整備土地改良区

（☎0547-32-9903）

技術職員1人を募集します。詳細は
ホームページを確認、またはお問い合
わせください。
対象　令和6年4月1日現在満30歳未
満の方で、島田市、牧之原市、掛川 
市、菊川市、御前崎市に在住見込み
の方（土木、建築、機械、電気、情報
を履修された方優遇）
申込期限　9月12日（火）

市内県営住宅入居者募集
　　静岡県住宅供給公社西部支所

（☎053-455-0025）

市営住宅の管理委託先である静岡
県住宅供給公社では、市内県営住宅
などの入居者を募集しています。
詳細はホームページ（http：//www.
sjkk.or.jp/）や公営住宅関係窓口で紹
介しています。

すこやか長寿祭美術展作品募集
　　（公財）しずおか健康長寿財団

（☎054-253-4221）

出品いただいた全作品を県立美術
館県民ギャラリーに展示します。
応募資格　県内在住で昭和40年4月
1日以前に生まれたアマチュアの方
が創作した未発表作品
募集部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、
書、写真の6部門
出品料　2,000円（1人1部門につき1
点に限る、複数部門の出品可）
申込期限　9月30日（土）
応募方法　財団ホームページから応
募（https：//www.sukoyaka.or.jp）

二の丸美術館スケッチ画
作品募集

　　二の丸美術館（☎62-2061）

「みんなの顔・二の丸美術館・掛川
城・動物・花・好きな風景」をテーマに描
いたスケッチ画を募集します。詳細は
美術館ホームページまたは電話でお
問い合わせください。
仕様　八つ切り画用紙（38×27cm）
縦描き。画材不問。1人1作品。
対象　小学生以上
募集期間　8月1日（火）～9月30日（土）
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カタログポケット
「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英

ポ

市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）

（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48-6561）
（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）
シンワ設備（株） （☎24‐3３22）

 8/ 5 （土）
  6 （日）
   11 （金・祝）
  12 （土）
  13 （日）
  19 （土）
  20 （日）
  26 （土）
   27 （日）
 9/ 2 （土）
  3 （日）

 8/ 5 （土）
  6 （日）
   11 （金・祝）
  12 （土）
  13 （日）
  19 （土）
  20 （日）
  26 （土）
   27 （日）
 9/ 2 （土）
  3 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/5～9/ 3

8月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

8月のけっトラ市は
19日（土）9：00～正午
　実行委員会（☎61-1151）

児童扶養手当現況届は期間内に
　　こども希望課（☎21-1144）

風水害・地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）
令和5年7月１日現在の寄付金額

 区分 件数 金額（円）
 個人 4 106,000
 法人 59 31,975,292
 団体 39 1,472,613
 合計 102   33,553,905
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市役所、支所、金融機関、コン
ビニエンスストア、アプリ決済、地
方税お支払サイトのホームペー
ジから納付できます。口座振替の
方は口座残高をご確認ください。

納期限は9月5日（火）
　納税課（☎21-1206）

納期限情報
納税は口座振替が便利です

市県民税第2期
国民健康保険税第2期

11月分以降（令和6年1月支給分か
ら）の児童扶養手当を受給するための
更新手続きをお願いします。該当する
方は7月末に届いた書類を提出期限ま
でに下記窓口へ提出してください。
窓口　こども希望課、大東ふくしあ、
大須賀ふくしあ
提出期限　8月31日（木）

緑のカーテンコンテスト作品募集
　　中部電力（株）静岡支店（☎54-6909）
　環境政策課（☎21-1218）

みなさんが育てた「緑のカーテン」を
募集します（参加賞あり）。
応募方法　今年育てた緑のカーテン
の写真に住所、氏名、電話番号、育
成エピソードなどを添えて郵送 
（〒436-0056 中央1-5-8）または
メール(Midorinokaten.kakegawa
　@chuden.co.jp)。
応募締切　8月31日（木）

東遠広域都市計画（案）の
縦覧と公聴会

　都市政策課（☎21-1151）

内容　用途地域の変更および地区計
画の決定（満水、東山口地区）
■縦覧
とき　8月15日（火）～29日（火）
ところ　市役所3階都市政策課
意見書の提出　8月30日（水）～9月6
日（水）に都市政策課へ提出
■公聴会
都市計画（案）について公開の場で
意見を述べることができます。
とき　9月8日（金）午前10時～
ところ　市役所4階会議室
対象　どなたでも
意見を述べるには 都市政策課にあ

る公述申出書に記入し、9月1日（金）午
後5時（必着）までの平日に同課へ提
出。公述の申し出がなかったとき、公
聴会は中止となります。

はばたけ未来の吉岡彌生
研究作品募集

　　吉岡彌生記念館（☎74-5566）

日本の女性医師育成に尽力した郷
土の偉人、吉岡彌生の業績を後世に伝
え顕彰し、次代を担う子どもたちの夢
と希望、志を育むため、優れた研究を
表彰します。
募集内容　医療・看護、健康・福祉、理
科、環境などの研究、論文、製作物
品、実践レポートなど
募集期間　10月1日（日）まで
対象　全国の小中学生と高校生（グ 
ループ研究も可）
応募方法　作品に応募票を添付して 
吉岡彌生記念館（〒437-1434 下土
方474）へ郵送、または直接提出
　応募票は吉岡彌生記念館ホーム
ぺージからダウンロードで入手
表彰・副賞　2月に表彰予定 
　※入賞者副賞は図書カード

掛川国際交流センター
英会話教室

　　NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）※市補助事業

ネイティブ講師によるやさしい英会
話や海外文化を学ぶ教室です。
日程　9月5日からの火曜日、10月3 
日からの火曜日

ところ　生涯学習センター（御所原）、 
大渕農村環境改善センター（大渕）
持ち物　筆記用具、英和辞書または 
電子辞書

クラス　ホームページまたはFacebo 
okでご確認ください。
申込方法　8月7日（月）から電話また 
はメール（kic@kakegawa-life.com）

特別児童扶養手当などの
所得状況届は期限内に
　　福祉課（☎21-1139）

特別児童扶養手当、特別障害者手
当、障害児福祉手当を受給されている
方は毎年8月に所得状況届の提出が
必要です。
7月末に送付の書類を期限内に下記
窓口に提出または郵送してください。
提出窓口　市役所1階福祉課、大東 
ふくしあ、大須賀ふくしあ
提出期限　8月18日（金）

日曜日に乳がん検診が
受けられます

　　中東遠総合医療センター
人間ドック・健診センター（☎28-8028）

子育てや介護、仕事などで多忙な平
日を過ごす女性のため、日本乳がんピ
ンクリボン運動の一環として、乳がん
検診（有料）を日曜日に行います。
とき　10月15日（日）午前8時15分～ 
正午

ところ　中東遠総合医療センター人 
間ドック・健診センター（菖蒲ヶ池）
対象　20歳以上の女性 
検査内容　①乳腺エコー3,740円② 
3Dマンモグラフィ2方向（トモシンセ
シス）9,900円③3Dマンモグラフィ
2方向（トモシンセシス）+乳腺エコー
13,640円④マンモグラフィ2方向
5,500円⑤マンモグラフィ2方向+
乳腺エコー9,240円（全て税込み）
　※女性技師が検査を行います。
検査結果　後日郵送
募集期限　9月8日（金）午後4時30分
募集人数　乳腺エコー40人、マンモ 
グラフィ50人（完全予約制。申込多
数のときは抽選）
申込方法　希望の検査内容、氏名、生
年月日、年齢、住所、電話番
号を電話またはウェブ

東京女子医科大看護学部
推薦入試と修学資金貸与
　　健康医療課（☎21-1324）

看護師や保健師を目指す学生に修
学の機会を与え、将来、市の地域医療
をけん引する人材の育成のため、同大
学同学部の推薦入試の掛川市地域枠
が設けられています。
この推薦入試合格者を対象にした
修学資金貸与制度もあります。
対象　次のいずれかに該当する者
　①市内の高校に通学している高校
生②本人もしくは保護者が市内に
住所を有する高校生
募集人員　若干名
応募方法　10月4日（水）までに必要 
書類を健康医療課（徳育保健セン 
ター）へ直接提出
※必ず要項を取り寄せ、事前に詳細を
　ご確認ください。

牧之原畑総職員募集
　　牧之原畑地総合整備土地改良区

（☎0547-32-9903）

技術職員1人を募集します。詳細は
ホームページを確認、またはお問い合
わせください。
対象　令和6年4月1日現在満30歳未
満の方で、島田市、牧之原市、掛川 
市、菊川市、御前崎市に在住見込み
の方（土木、建築、機械、電気、情報
を履修された方優遇）
申込期限　9月12日（火）

市内県営住宅入居者募集
　　静岡県住宅供給公社西部支所

（☎053-455-0025）

市営住宅の管理委託先である静岡
県住宅供給公社では、市内県営住宅
などの入居者を募集しています。
詳細はホームページ（http：//www.
sjkk.or.jp/）や公営住宅関係窓口で紹
介しています。

すこやか長寿祭美術展作品募集
　　（公財）しずおか健康長寿財団

（☎054-253-4221）

出品いただいた全作品を県立美術
館県民ギャラリーに展示します。
応募資格　県内在住で昭和40年4月
1日以前に生まれたアマチュアの方
が創作した未発表作品
募集部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、
書、写真の6部門
出品料　2,000円（1人1部門につき1
点に限る、複数部門の出品可）
申込期限　9月30日（土）
応募方法　財団ホームページから応
募（https：//www.sukoyaka.or.jp）

二の丸美術館スケッチ画
作品募集

　　二の丸美術館（☎62-2061）

「みんなの顔・二の丸美術館・掛川
城・動物・花・好きな風景」をテーマに描
いたスケッチ画を募集します。詳細は
美術館ホームページまたは電話でお
問い合わせください。
仕様　八つ切り画用紙（38×27cm）
縦描き。画材不問。1人1作品。
対象　小学生以上
募集期間　8月1日（火）～9月30日（土）
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 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

健診・相談・予防接種
説明会

案内はがきに記載

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

令和 5年 2月 1日 ～ 10日出生児
令和 5年 2月 11日 ～ 20日出生児
令和 5年 2月 21日 ～ 28日出生児
令和 4年 2月 1日 ～ 15日出生児
令和 4年 2月 16日 ～ 28日出生児
令和 3年 11月～ 令和4年2月生
令和 3年 6月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 6月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 6月 21日 ～ 30日出生児
令和 2年 8月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 8月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 8月 21日 ～ 31日出生児

6
8
15
6
11
13
8
14
19
7
12
20

 27 水

 26 火

生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

令和4年9～10月出生児とその親(予約制)
（ホームページから申し込み）

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

徳育令和 5年 7月出生児

徳育

徳育

水
金
金
水
月
水
金
木
火
木
火
水

5  火

 29 金 出産を控えた夫婦（予約制）
（ホームページから申し込み）

パパママセミナー
(絵本・栄養編)9：15～9：30

離乳食教室
もぐもぐ教室　  9：15～9：30
親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう
9月

　家庭の食事でも、食中毒が発生する危険性はたくさん潜ん
でいます。食中毒を防ぐ6つのポイントを紹介します。
〇ポイント1　食品の購入
 冷蔵や冷凍の温度管理の必要な食品の購入は、買い物の最後
にし、購入したら早めに帰るようにしましょう。
〇ポイント2　家庭での保存
 冷蔵庫や冷凍庫の詰め過ぎに注意しましょう。目安は、冷蔵
庫や冷凍庫の7割程度です。
〇ポイント3　下準備
　冷凍食品の解凍は、冷蔵庫や電子レンジで行いましょう。
〇ポイント4　調理
 過熱して調理する食品は十分に加熱しましょう。目安は、中
心部の温度が75℃で1分間以上加熱することです。
〇ポイント5　食事
 調理や食事の前には手を洗いましょう。調理前や調理後の食
品は、室温に長く放置してはいけません。
〇ポイント6　残った食事
 残った食品を扱う前にも手を洗いましょう。
出典：厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の6つのポイント」

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

9月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

小笠掛川急患診療所
平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）　●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

保健師だより

各医療機関の診療案内は令和5年７月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」右二次元コードで検索

「食中毒に気を付けよう！」

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

■ジモトノシゴト展　大須賀
地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展です
期間：９月７日(木)午後１時～24日(日)
共催：公益社団法人　静岡県建築士会
※建築相談・耐震相談　９月24日(日)午後１時～３時

■認知症特集　中央
認知症に対する取り組みを紹介する展示です
期間：９月１日(金)～22日(金)

▲昨年の認知症特集の様子

■中央図書館（☎２４－５９２１）
午前９時～午後５時（水・木曜日は午後７時まで※1）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
■大東図書館（☎７２－１１４３）
午前９時～午後５時（木曜日は午後７時まで）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
■大須賀図書館（☎４８－５２６９）
午前９時～午後５時（金曜日は午後７時まで）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
　※1　祝日は午後５時まで
　※2　長期休館期間については右記参照

図書館
ホームページ

■長期休館（３館）
システム更新(3館)と蔵書点検(中央のみ)に伴い、９月
25日(月)～10月２日(月)(中央は12日(木))まで休館しま
す。システム更新期間中、図書館ホームページは利用でき
ません。
■道路工事に伴う利用制限について（中央図書館）
工事期間９月１日(金)～令和６年１月31日(水)(予定)
午前8時30分～午後5時の時間帯は、西側道路の車両通
行ができません(歩行者の通行はできます)。
このため、上記時間帯での返却用の駐車スペースはご利
用いただけません。

図書館からのお知らせ

市内29か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

小さなお子さま向けのお茶の絵本で
す。ポットややかんを使わなくても、
お茶をいれる方法が分かります。お
茶を介して、家族団らんの時間を作
ることをテーマにしています。お茶ど
ころ、掛川にぴったりな絵本です。

著者は、丸山ゴンザレスと一緒に、
YouTubeをやっている編集者。裏社
会への取材で何度も「怒られ」を経
験して対策方法を身に付けました。
相手の言いなりにならず、うまく怒り
に対応するための手引書です。

きみの話を聞か
せてくれよ

第1回高校生が選ぶ掛川文学大賞を
受賞した著者の最新作。中学校を舞
台に、生徒たちのもやもやした気持
ちや、抱えてきた秘密を描いた7つの
物語が詰まった短編集です。

村上雅郁／作
カシワイ／絵
(フレーベル館）

怒られの作法

草下シンヤ／著
（筑摩書房）

おちゃの
えほん

まる／作
かん／絵
（インプレス）

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月15日(金）午前10時30分～11時

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：9月 9日 (土)・23日(土･祝) 午後 3時 ～ 3時 30分
大　東：9月 2日 (土) ・16日(土) 午前 10時 30分～11時
大須賀：9月 9日 (土) ・23日(土･祝) 午後 3時 ～ 3時 30分

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　高校3年生相当年齢以下の子どもがいる保護者の方で、ま
だ予防接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳と保護者の本人確
認書類を持って徳育保健センターへお越しください。

対　象：乳幼児と保護者
中　央： 9月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大　東： 9月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀： 9月 15日 ･ 22日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。
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 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

健診・相談・予防接種
説明会

案内はがきに記載

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

令和 5年 2月 1日 ～ 10日出生児
令和 5年 2月 11日 ～ 20日出生児
令和 5年 2月 21日 ～ 28日出生児
令和 4年 2月 1日 ～ 15日出生児
令和 4年 2月 16日 ～ 28日出生児
令和 3年 11月～ 令和4年2月生
令和 3年 6月 1日 ～ 10日出生児
令和 3年 6月 11日 ～ 20日出生児
令和 3年 6月 21日 ～ 30日出生児
令和 2年 8月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 8月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 8月 21日 ～ 31日出生児

6
8
15
6
11
13
8
14
19
7
12
20

 27 水

 26 火

生後4～8か月児の親（予約制）
（ホームページから申し込み）

令和4年9～10月出生児とその親(予約制)
（ホームページから申し込み）

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

徳育令和 5年 7月出生児

徳育

徳育

水
金
金
水
月
水
金
木
火
木
火
水

5  火

 29 金 出産を控えた夫婦（予約制）
（ホームページから申し込み）

パパママセミナー
(絵本・栄養編)9：15～9：30

離乳食教室
もぐもぐ教室　  9：15～9：30
親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう
9月

　家庭の食事でも、食中毒が発生する危険性はたくさん潜ん
でいます。食中毒を防ぐ6つのポイントを紹介します。
〇ポイント1　食品の購入
 冷蔵や冷凍の温度管理の必要な食品の購入は、買い物の最後
にし、購入したら早めに帰るようにしましょう。
〇ポイント2　家庭での保存
 冷蔵庫や冷凍庫の詰め過ぎに注意しましょう。目安は、冷蔵
庫や冷凍庫の7割程度です。
〇ポイント3　下準備
　冷凍食品の解凍は、冷蔵庫や電子レンジで行いましょう。
〇ポイント4　調理
 過熱して調理する食品は十分に加熱しましょう。目安は、中
心部の温度が75℃で1分間以上加熱することです。
〇ポイント5　食事
 調理や食事の前には手を洗いましょう。調理前や調理後の食
品は、室温に長く放置してはいけません。
〇ポイント6　残った食事
 残った食品を扱う前にも手を洗いましょう。
出典：厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の6つのポイント」

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

9月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

小笠掛川急患診療所
平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）　●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

保健師だより

各医療機関の診療案内は令和5年７月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」右二次元コードで検索

「食中毒に気を付けよう！」

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料7,700円（税込み）がかかります。

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 年中無休　24時間対応

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

■ジモトノシゴト展　大須賀
地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展です
期間：９月７日(木)午後１時～24日(日)
共催：公益社団法人　静岡県建築士会
※建築相談・耐震相談　９月24日(日)午後１時～３時

■認知症特集　中央
認知症に対する取り組みを紹介する展示です
期間：９月１日(金)～22日(金)

▲昨年の認知症特集の様子

■中央図書館（☎２４－５９２１）
午前９時～午後５時（水・木曜日は午後７時まで※1）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
■大東図書館（☎７２－１１４３）
午前９時～午後５時（木曜日は午後７時まで）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
■大須賀図書館（☎４８－５２６９）
午前９時～午後５時（金曜日は午後７時まで）
　９月の休館日：毎週月曜日※2
　※1　祝日は午後５時まで
　※2　長期休館期間については右記参照

図書館
ホームページ

■長期休館（３館）
システム更新(3館)と蔵書点検(中央のみ)に伴い、９月
25日(月)～10月２日(月)(中央は12日(木))まで休館しま
す。システム更新期間中、図書館ホームページは利用でき
ません。
■道路工事に伴う利用制限について（中央図書館）
工事期間９月１日(金)～令和６年１月31日(水)(予定)
午前8時30分～午後5時の時間帯は、西側道路の車両通
行ができません(歩行者の通行はできます)。
このため、上記時間帯での返却用の駐車スペースはご利
用いただけません。

図書館からのお知らせ

市内29か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

小さなお子さま向けのお茶の絵本で
す。ポットややかんを使わなくても、
お茶をいれる方法が分かります。お
茶を介して、家族団らんの時間を作
ることをテーマにしています。お茶ど
ころ、掛川にぴったりな絵本です。

著者は、丸山ゴンザレスと一緒に、
YouTubeをやっている編集者。裏社
会への取材で何度も「怒られ」を経
験して対策方法を身に付けました。
相手の言いなりにならず、うまく怒り
に対応するための手引書です。

きみの話を聞か
せてくれよ

第1回高校生が選ぶ掛川文学大賞を
受賞した著者の最新作。中学校を舞
台に、生徒たちのもやもやした気持
ちや、抱えてきた秘密を描いた7つの
物語が詰まった短編集です。

村上雅郁／作
カシワイ／絵
(フレーベル館）

怒られの作法

草下シンヤ／著
（筑摩書房）

おちゃの
えほん

まる／作
かん／絵
（インプレス）

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月15日(金）午前10時30分～11時

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：9月 9日 (土)・23日(土･祝) 午後 3時 ～ 3時 30分
大　東：9月 2日 (土) ・16日(土) 午前 10時 30分～11時
大須賀：9月 9日 (土) ・23日(土･祝) 午後 3時 ～ 3時 30分

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　高校3年生相当年齢以下の子どもがいる保護者の方で、ま
だ予防接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳と保護者の本人確
認書類を持って徳育保健センターへお越しください。

対　象：乳幼児と保護者
中　央： 9月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大　東： 9月 1日 ・ 8日 (金) 午前10時30分～11時
大須賀： 9月 15日 ･ 22日(金) 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

静岡県における医療圏別の生活習慣病　有所見率　（標準化該当比）

※数値が100より大きい場合は、県全体の有所見率に比べ、より有所見率は高い（有病者が多い）ことを示す。

2018年
標準化該当比

高血圧有病者
男性

賀　茂
熱海伊東
駿東田方
富　士
静　岡
志太榛原
中東遠
西　部
静岡県

116.4
103.3
104.0
107.9
107.5
100.2
89.9
91.6
100.0

115.7
103.7
105.8
109.4
103.6
101.2
90.0
91.2
100.0

97.1
108.4
107.7
103.3
98.2
98.0
94.7
98.0
100.0

85.2
100.0
104.3
102.2
97.5
94.4
103.9
99.7
100.0

104.2
108.1
102.6
104.0
101.3
95.7
96.3
98.9
100.0

102.5
101.7
103.1
104.5
99.5
96.5
97.6
98.9
100.0

105.0
111.9
107.1
113.2
98.3
100.0
96.9
91.3
100.0

133.6
198.7
120.7
132.4
102.6
83.4
77.9
78.7
100.0

107.7
112.2
108.7
108.6
105.5
94.5
88.4
93.6
100.0

88.2
94.8
111.0
111.8
107.6
80.2
94.2
97.1
100.0

女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
糖尿病有病者 脂質異常有病者 習慣的喫煙者 メタボ該当者

参照：静岡県疾病対策課ホームページ

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

（
F
H
）
は
、
生
ま
れ
つ
き
血
液
中
の
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
L
D
L
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
が
著
し
く
増
え
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
F
H
は
遺
伝
的
な
要
因
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
の
一
種
で
、
お
よ
そ
3
0
0
人
に
1
人

が
発
症
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
小
児
期
か
ら
思
春
期
に
か

け
て
は
ア
キ
レ
ス
腱
が
太
く
な
る
こ
と
が

あ
る
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で
血

液
検
査
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
み

を
認
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
成

人
期
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化
性
病
変
（
血

管
が
固
く
な
り
、
狭
く
な
っ
た
り
閉
塞
し

や
す
く
な
る
病
変
）
に
起
因
す
る
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
発
症
す
る
と
そ
の

後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
F
H
に
よ
る
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
の
管
理
は
、
家
族
を
含
め
小
児

期
か
ら
心
血
管
疾
患
の
予
防
と
健
康
な
人

生
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
早
期

発
見
と
管
理
が
非
常
に
重
要
な
病
気
で
す
。

小笠
医師会

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～

最
近
見
た
数
字
の
中
で
最
も
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
の
が
1
4
0
0
人
。
こ
の

数
字
、
な
ん
だ
か
分
か
り
ま
す
か
。

死
者
数
の
増
加
と
そ
の
影
響

こ
れ
は
昨
年
掛
川
市
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
お
お
よ
そ
の
人
数
で
す
。

近
年
は
1
2
0
0
人
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
過
去
最
高
で
す
。

掛
川
市
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
で

も
昨
年
は
1
5
6
万
人
が
亡
く
な
り
、

年
間
死
者
数
が
最
多
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
死
者
数
は
今
後
も

2
0
4
0
年
の
ピ
ー
ク
に
向
け
て
増

え
続
け
る
と
の
こ
と
。
10
年
後
に
は

団
塊
の
世
代
が
85
歳
を
迎
え
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
「
多
死
社

会
」
が
目
の
前
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

市
内
で
は
葬
祭
会
場
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
「
多
死
社
会
」
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
多
く
の
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

・
火
葬
予
約
の
長
期
化

・
家
族
介
護
の
増
加

小笠
医師会
小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

1
4
0
0
シ
ョ
ッ
ク

「
多
死
社
会
」を
考
え
る 

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
F
H
）
を
知
り
、

心
血
管
疾
患
の
予
防
を

   

中東遠総合医療センター  その25
(☎2１-5555）
中東遠総合医療センター  その25
(☎2１-5555）

F
H
を
早
期
に
発
見
し
、
定
期
的
な
検
査

や
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
心
血

管
リ
ス
ク
の
軽
減
と
良
好
な
生
活
の
維
持

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
に
施
行
さ
れ
た
循
環
器

病
対
策
基
本
計
画
に
お
い
て
、
F
H
は
重

要
な
課
題
の
1
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
特

に
小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
※
）
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
F
H

の
早
期
発
見
と
管
理
に
関
す
る
啓
発
や
教

育
活
動
の
強
化
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
普

及
な
ど
が
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

F
H
の
予
防
や
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

循
環
器
疾
患
の
発
症
率
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
掛
川
市
で
は
古

く
か
ら
学
童
生
活
習
慣
予
防
検
診
が
行
わ

れ
、
毎
年
多
く
の
F
H
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
静
岡
県
に
お
け
る
医
療
圏
別
の
生

活
習
慣
有
所
見
率
（
下
表
）
で
脂
質
異
常

有
病
者
は
中
東
遠
地
域
は
低
い
傾
向
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
こ
の
病
気
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

※
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・・・
検
診
な
ど
を
行
っ
て
、病
気

の
有
無
を
選
別
す
る
こ
と

小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要

小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
に
な

る
F
H
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
に
な

る
F
H

「
掛
川
市
の
特
産
品
は
」
と
問
わ

れ
れ
ば
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の

は
「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
で
し
ょ
う
。

緑
茶
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
浅
蒸
し
煎
茶
、
玉
露
、
抹
茶
、

釜
入
り
茶
な
ど
な
ど
。
で
は
、
な
ぜ

深
蒸
し
煎
茶
な
の
か
に
つ
い
て
少
し

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

深
蒸
し
煎
茶
が
で
き
た
の
は
約
60
年
前

掛
川
が
お
茶
の
産
地
と
し
て
発
展

し
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
で
す
。
時
代
が
下
る
ご
と
に
生
産

は
拡
大
し
ま
し
た
が
、
掛
川
の
お
茶

に
は
あ
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
掛

川
は
温
暖
な
気
候
の
上
、
日
照
時
間

も
長
く
、
お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
地

域
で
す
。
し
か
し
、
お
茶
の
葉
は
、

日
光
を
多
く
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
カ
テ
キ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
カ
テ
キ
ン
は

体
に
よ
い
成
分
で
す
が
、
苦
味
の
原

因
で
あ
り
、
以
前
の
掛
川
の
お
茶
は
、

味
の
面
で
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
茶
業
関
係
者
が
一
念
発

お
茶
の
未
来
創
造

Ｖｏ
ｌ・8

問 

お
茶
振
興
課(

☎
21-

１
２
1
6)

起
し
、
カ
テ
キ
ン
の
多
い
お
茶
を
お

い
し
く
飲
め
る
方
法
を
研
究
し
始
め

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を

行
い
荒
茶
製
造
の
最
初
の
行
程
で
あ

る
「
蒸
し
」
の
時
間
を
、
通
常
よ
り

約
2
倍
長
く
す
る
製
法
を
あ
み
だ
し

ま
し
た
。

長
く
蒸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
葉

の
組
織
が
崩
れ
、
苦
味
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
ろ
や
か
な
味
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
製
法
が
生
ま
れ

た
の
は
、
ほ
ん
の
60
年
前
の
こ
と
で

す
。
以
降
、
掛
川
の
生
産
者
は
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
、
全
国
茶
品
評
会

で
毎
回
上
位
を
占
め
、
日
本
一
の
深

蒸
し
煎
茶
の
産
地
と
し
て
他
の
追
随

を
許
さ
な
い
地
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

温
故
知
新
で
未
来
を
切
り
開
く

先
人
の
努
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
よ
り
、
発
展
し
た
茶
産
地
「
掛
川
」。

今
、
先
人
の
例
を
学
び
、
新
た
な

挑
戦
に
挑
む
こ
と
が
厳
し
い
茶
業
を

克
服
し
、
未
来
を
切
り
開
く
鍵
と
な

る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
深
蒸
し
茶
な
の
か

・
福
祉
、
医
療
分
野
の
担
い
手
不
足

こ
れ
ら
に
加
え
、
相
続
件
数
と
と

も
に
い
わ
ゆ
る
「
負
動
産
」
の
増
加

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
死
者
数
が
増
加

す
れ
ば
相
続
件
数
が
増
加
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
処
分
が
難
し
い
不
動

産
の
相
続
も
増
え
そ
う
で
す
。
例
え

ば
、
住
む
予
定
の
な
い
住
宅
や
築
年

数
の
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
手
放
し

た
く
て
も
売
れ
な
い
、
貸
せ
な
い
物

件
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
一
部
は
空
き
家
の
増
加
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

遺
贈
寄
付
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

先
日
、
相
続
財
産
を
地
域
や
非
営

利
団
体
に
寄
付
（
遺
言
で
指
定
）
す

る
「
遺
贈
寄
付
」
の
協
定
を
金
融
機

関
な
ど
と
結
び
ま
し
た
。
相
続
財
産

の
一
部
、
例
え
ば
10
万
円
で
地
元
の

学
校
や
図
書
館
の
蔵
書
の
寄
付
に
充

て
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
遺
贈
の
検

討
と
併
せ
、
「
負
動
産
」
と
な
ら
な

い
よ
う
に
家
族
間
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

掛
川
市
で
は
、
来
年
度
、
終
活
の
た

め
の
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

改
定
を
予
定
し
、
豊
か
な
人
生
や
充

実
し
た
老
後
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

せ
っ

さ

た
く

ま

久
保
田
市
長
の
第
25
回
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

静岡県における医療圏別の生活習慣病　有所見率　（標準化該当比）

※数値が100より大きい場合は、県全体の有所見率に比べ、より有所見率は高い（有病者が多い）ことを示す。

2018年
標準化該当比

高血圧有病者
男性

賀　茂
熱海伊東
駿東田方
富　士
静　岡
志太榛原
中東遠
西　部
静岡県

116.4
103.3
104.0
107.9
107.5
100.2
89.9
91.6
100.0

115.7
103.7
105.8
109.4
103.6
101.2
90.0
91.2
100.0

97.1
108.4
107.7
103.3
98.2
98.0
94.7
98.0
100.0

85.2
100.0
104.3
102.2
97.5
94.4
103.9
99.7
100.0

104.2
108.1
102.6
104.0
101.3
95.7
96.3
98.9
100.0

102.5
101.7
103.1
104.5
99.5
96.5
97.6
98.9
100.0

105.0
111.9
107.1
113.2
98.3
100.0
96.9
91.3
100.0

133.6
198.7
120.7
132.4
102.6
83.4
77.9
78.7
100.0

107.7
112.2
108.7
108.6
105.5
94.5
88.4
93.6
100.0

88.2
94.8
111.0
111.8
107.6
80.2
94.2
97.1
100.0

女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
糖尿病有病者 脂質異常有病者 習慣的喫煙者 メタボ該当者

参照：静岡県疾病対策課ホームページ

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

（
F
H
）
は
、
生
ま
れ
つ
き
血
液
中
の
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
L
D
L
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）
が
著
し
く
増
え
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
F
H
は
遺
伝
的
な
要
因
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
の
一
種
で
、
お
よ
そ
3
0
0
人
に
1
人

が
発
症
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
小
児
期
か
ら
思
春
期
に
か

け
て
は
ア
キ
レ
ス
腱
が
太
く
な
る
こ
と
が

あ
る
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で
血

液
検
査
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
み

を
認
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
成

人
期
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化
性
病
変
（
血

管
が
固
く
な
り
、
狭
く
な
っ
た
り
閉
塞
し

や
す
く
な
る
病
変
）
に
起
因
す
る
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
発
症
す
る
と
そ
の

後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
F
H
に
よ
る
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
の
管
理
は
、
家
族
を
含
め
小
児

期
か
ら
心
血
管
疾
患
の
予
防
と
健
康
な
人

生
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
早
期

発
見
と
管
理
が
非
常
に
重
要
な
病
気
で
す
。

小笠
医師会

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～

最
近
見
た
数
字
の
中
で
最
も
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
の
が
1
4
0
0
人
。
こ
の

数
字
、
な
ん
だ
か
分
か
り
ま
す
か
。

死
者
数
の
増
加
と
そ
の
影
響

こ
れ
は
昨
年
掛
川
市
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
お
お
よ
そ
の
人
数
で
す
。

近
年
は
1
2
0
0
人
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
過
去
最
高
で
す
。

掛
川
市
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
で

も
昨
年
は
1
5
6
万
人
が
亡
く
な
り
、

年
間
死
者
数
が
最
多
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
る
と
、
死
者
数
は
今
後
も

2
0
4
0
年
の
ピ
ー
ク
に
向
け
て
増

え
続
け
る
と
の
こ
と
。
10
年
後
に
は

団
塊
の
世
代
が
85
歳
を
迎
え
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
「
多
死
社

会
」
が
目
の
前
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

市
内
で
は
葬
祭
会
場
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
「
多
死
社
会
」
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
多
く
の
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

・
火
葬
予
約
の
長
期
化

・
家
族
介
護
の
増
加

小笠
医師会
小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

1
4
0
0
シ
ョ
ッ
ク

「
多
死
社
会
」を
考
え
る 

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
F
H
）
を
知
り
、

心
血
管
疾
患
の
予
防
を

   

中東遠総合医療センター  その25
(☎2１-5555）
中東遠総合医療センター  その25
(☎2１-5555）

F
H
を
早
期
に
発
見
し
、
定
期
的
な
検
査

や
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
心
血

管
リ
ス
ク
の
軽
減
と
良
好
な
生
活
の
維
持

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
5
年
3
月
に
施
行
さ
れ
た
循
環
器

病
対
策
基
本
計
画
に
お
い
て
、
F
H
は
重

要
な
課
題
の
1
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
特

に
小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
※
）
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
F
H

の
早
期
発
見
と
管
理
に
関
す
る
啓
発
や
教

育
活
動
の
強
化
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
普

及
な
ど
が
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

F
H
の
予
防
や
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

循
環
器
疾
患
の
発
症
率
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
掛
川
市
で
は
古

く
か
ら
学
童
生
活
習
慣
予
防
検
診
が
行
わ

れ
、
毎
年
多
く
の
F
H
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
静
岡
県
に
お
け
る
医
療
圏
別
の
生

活
習
慣
有
所
見
率
（
下
表
）
で
脂
質
異
常

有
病
者
は
中
東
遠
地
域
は
低
い
傾
向
で
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
こ
の
病
気
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

※
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・・・
検
診
な
ど
を
行
っ
て
、病
気

の
有
無
を
選
別
す
る
こ
と

小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要

小
児
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
に
な

る
F
H
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
に
な

る
F
H

「
掛
川
市
の
特
産
品
は
」
と
問
わ

れ
れ
ば
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の

は
「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
で
し
ょ
う
。

緑
茶
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
浅
蒸
し
煎
茶
、
玉
露
、
抹
茶
、

釜
入
り
茶
な
ど
な
ど
。
で
は
、
な
ぜ

深
蒸
し
煎
茶
な
の
か
に
つ
い
て
少
し

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

深
蒸
し
煎
茶
が
で
き
た
の
は
約
60
年
前

掛
川
が
お
茶
の
産
地
と
し
て
発
展

し
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
で
す
。
時
代
が
下
る
ご
と
に
生
産

は
拡
大
し
ま
し
た
が
、
掛
川
の
お
茶

に
は
あ
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
掛

川
は
温
暖
な
気
候
の
上
、
日
照
時
間

も
長
く
、
お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
地

域
で
す
。
し
か
し
、
お
茶
の
葉
は
、

日
光
を
多
く
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
カ
テ
キ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
カ
テ
キ
ン
は

体
に
よ
い
成
分
で
す
が
、
苦
味
の
原

因
で
あ
り
、
以
前
の
掛
川
の
お
茶
は
、

味
の
面
で
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
茶
業
関
係
者
が
一
念
発

お
茶
の
未
来
創
造

Ｖｏ
ｌ・8

問 

お
茶
振
興
課(

☎
21-

１
２
1
6)

起
し
、
カ
テ
キ
ン
の
多
い
お
茶
を
お

い
し
く
飲
め
る
方
法
を
研
究
し
始
め

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を

行
い
荒
茶
製
造
の
最
初
の
行
程
で
あ

る
「
蒸
し
」
の
時
間
を
、
通
常
よ
り

約
2
倍
長
く
す
る
製
法
を
あ
み
だ
し

ま
し
た
。

長
く
蒸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
葉

の
組
織
が
崩
れ
、
苦
味
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
ろ
や
か
な
味
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
製
法
が
生
ま
れ

た
の
は
、
ほ
ん
の
60
年
前
の
こ
と
で

す
。
以
降
、
掛
川
の
生
産
者
は
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
、
全
国
茶
品
評
会

で
毎
回
上
位
を
占
め
、
日
本
一
の
深

蒸
し
煎
茶
の
産
地
と
し
て
他
の
追
随

を
許
さ
な
い
地
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

温
故
知
新
で
未
来
を
切
り
開
く

先
人
の
努
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

に
よ
り
、
発
展
し
た
茶
産
地
「
掛
川
」。

今
、
先
人
の
例
を
学
び
、
新
た
な

挑
戦
に
挑
む
こ
と
が
厳
し
い
茶
業
を

克
服
し
、
未
来
を
切
り
開
く
鍵
と
な

る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
深
蒸
し
茶
な
の
か

・
福
祉
、
医
療
分
野
の
担
い
手
不
足

こ
れ
ら
に
加
え
、
相
続
件
数
と
と

も
に
い
わ
ゆ
る
「
負
動
産
」
の
増
加

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
死
者
数
が
増
加

す
れ
ば
相
続
件
数
が
増
加
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
処
分
が
難
し
い
不
動

産
の
相
続
も
増
え
そ
う
で
す
。
例
え

ば
、
住
む
予
定
の
な
い
住
宅
や
築
年

数
の
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
手
放
し

た
く
て
も
売
れ
な
い
、
貸
せ
な
い
物

件
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
一
部
は
空
き
家
の
増
加
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

遺
贈
寄
付
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

先
日
、
相
続
財
産
を
地
域
や
非
営

利
団
体
に
寄
付
（
遺
言
で
指
定
）
す

る
「
遺
贈
寄
付
」
の
協
定
を
金
融
機

関
な
ど
と
結
び
ま
し
た
。
相
続
財
産

の
一
部
、
例
え
ば
10
万
円
で
地
元
の

学
校
や
図
書
館
の
蔵
書
の
寄
付
に
充

て
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
遺
贈
の
検

討
と
併
せ
、
「
負
動
産
」
と
な
ら
な

い
よ
う
に
家
族
間
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

掛
川
市
で
は
、
来
年
度
、
終
活
の
た

め
の
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

改
定
を
予
定
し
、
豊
か
な
人
生
や
充

実
し
た
老
後
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

せ
っ

さ

た
く

ま

久
保
田
市
長
の
第
25
回



▲協定書を掲げる各機関の代表と久保田市長（中央右）

6/29 地域貢献の新たな手段
遺贈に関する協定締結

豪華講師陣が解説
高天神城めぐる講演会開催

▲講演後にシンポジウムに参加する講師

7/1

圏域で保育の質の向上図る
5市町連携研修会開催6/28 きとうこども園で火を学ぶ

幼年消防クラブ結成6/23

市は大河ドラマ「どうする家康」で時代考証を
務める静岡大学名誉教授の小和田哲男さんら3人
を講師に招き、「高天神城の戦いと徳川家康」と
題した講演会を生涯学習センター（御所原）で行い
ました。県内外から約800人が参加し、小笠原氏
助に着目した遠州の歴史のほか、高天神城とそれ
を取り囲む六砦の構造、高天神城陥落をめぐる武
田氏滅亡の経緯などの講演が行われました。

災害時の役割を確認
中高合同防災訓練

▲協力して簡易ベッドを組み立てる生徒

7/4

大須賀中学校と横須賀高校が、毎年恒例の合同
防災訓練を横須賀高校で行いました。中学生96
人、高校生141人が参加し、グループに分かれて
簡易ベッド・パーティションの組み立て、トイレ
の設営などを実施。中学生と高校生が協力して、
災害時の役割を確認しました。
大須賀中学校の生徒は「訓練を生かして災害時
には自ら動けるようにしたい」と話しました。

▲交流を行いながら研修を受ける参加者 ▲「火の用心」の掛け声をかけながら行進する園児ら

磐田、袋井、菊川、森、掛川の5市町が連携し
て開催する保育士等キャリアアップ研修が徳育保
健センター（御所原）で行われ、保育士ら66人が参
加しました。
5市町のこども園や保育園などに勤務する職員
が対象。乳児保育やマネジメントなど保育の質の
向上に関わる7分野の研修を各市町が分担して各
市町の会場で開催していきます。

市消防本部はきとうこども園で花火教室を実施
しました。5歳の園児46人が参加し、衣服に火が
ついたときの対応方法や煙が充満した場所からの
避難の仕方、正しい花火の遊び方などを学習しま
した。同日、幼年消防クラブ結成式も開催。園児
が防火法被を着て「火の用心」の掛け声とともに
拍子木を打ち鳴らしながら園を歩いて回ったり、
放水を体験したりしました。

財産の一部を遺言で自治体などに寄付できる
「遺贈寄付」を普及するため、市は島田掛川信用
金庫、静岡銀行、日本承継寄付協会と協定を結び
ました。
市役所とそれぞれの機関の施設に相談窓口を設
けて、遺言書の作成などについてアドバイスを
行ったり、市で発行しているエンディングノートに
制度について記載したりして支援を行う予定です。

持続可能なまちづくり実現を目指して
包括連携協定を締結

▲協定書を掲げる久保田市長と同社の田島支店長

7/14

市は、7月14日、あいおいニッセイ同和損害保
険（株）浜松支店と包括連携協定を結びました。地
域のさまざまな課題に対応し、地域の活性化およ
び市民サービス向上を目指します。
今後は同社と連携し「路面状況把握システム」
の活用、セミナーの開催などを検討しています。
久保田市長は「連携を深めて、地域課題解決の
ために協働していきたい」と話しました。

▲桜木女子ソフト選手（上）と桔梗女子ソフト選手（下）

7/7・12 市内2チームが全国出場小学生女子ソフトが快進撃

7月29日～8月1日にかけて三重県で行われる
「第37回全日本小学生女子ソフトボール大会」に
出場する掛川桜木女子ソフトボール部が7月7日
に、掛川桔梗女子ソフトが7月12日に掛川市役所
を訪れ、久保田市長に意気込みを語りました。久
保田市長は「ベストを尽くして成果を出してほし
い。優勝してまた報告に来ることを楽しみにして
いる」と激励しました。

フォトニュース

7/7 脱炭素に向けて意見交換
TASKIサミット掛川開催

▲意見交換する5市の市長らとコーディネーター（左）

市は、環境施策に積極的に取り組む中部地方の
5市による「中部環境先進5市サミット」を美感
ホール（亀の甲）で行いました。岐阜県多治見市、
愛知県安城市と新城市、掛川市、長野県飯田市の
頭文字を並べてTASKIサミットと呼ばれ、各市の
市長や副市長が集まって温室効果ガス排出量実質
ゼロに向けて意見を交わしました。
次回は多治見市で開催される予定です。

た　す　き

25 2421 20広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。
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を訪れ、久保田市長に意気込みを語りました。久
保田市長は「ベストを尽くして成果を出してほし
い。優勝してまた報告に来ることを楽しみにして
いる」と激励しました。

フォトニュース

7/7 脱炭素に向けて意見交換
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▲意見交換する5市の市長らとコーディネーター（左）

市は、環境施策に積極的に取り組む中部地方の
5市による「中部環境先進5市サミット」を美感
ホール（亀の甲）で行いました。岐阜県多治見市、
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頭文字を並べてTASKIサミットと呼ばれ、各市の
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1 15,563人 ( － 50)
 110,713人 ( － 36)
 4,850人 ( － 14)

 58,230人 (－ 3)
 55,760人 (－ 16)
 2,470人 ( ＋ 13)

 57,333人 ( － 47)
 54,953人 ( － 20)
 2,380人 ( － 27)

 47,292 ( ± 0)
 44,782 ( ＋ 17)
 2,510 ( － 17)

男合計 女 世帯数
人口・世帯数(前月からの増減）■市の人口(7月1日現在）

住民基本台帳人口
日本人
外国人

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/15(火)、9/5(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
ごみの休日受け入れ（前日までに要予約）
　環境資源ギャラリー（予約専用☎29-5070）
と　き 8/12（土）・27（日）、9/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　9/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

8
・
9
月

高天神城をめぐる攻防 
～家康の戦略と一通の矢文～

高
天
神
城
を
包
囲
す
る
家
康

今
回
は
、
高
天
神
城
を
め
ぐ
る
攻

防
の
様
子
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
、
武
田
勝

頼
は
つ
い
に
高
天
神
城
を
奪
取
し
ま

す
。
し
か
し
、
翌
3
年
の
長
篠
の
戦

い
で
織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
大
敗
し
、

武
田
方
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

一
方
で
、
家
康
は
高
天
神
城
奪
還

に
向
け
て
馬
伏
塚
城
（
浅
羽
）
を
修

復
し
、
新
た
に
横
須
賀
城
を
築
城
し

ま
す
。
天
正
8
年
に
は
高
天
神
城
を

取
り
囲
む
よ
う
に
砦
を
築
造
し
、
11

月
に
は
高
天
神
城
付
近
に
陣
取
り
柵

や
堀
、
塀
な
ど
を
作
り
ま
す
。
家
康

の
戦
略
は
、
高
天
神
城
を
砦
で
包
囲

す
る
こ
と
で
補
給
を
断
つ
と
と
も
に
、

城
を
完
全
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
で
し

た
。

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
勝
頼

一
方
、
勝
頼
も
天
正
4
年
以
降
、

何
度
も
高
天
神
城
に
援
軍
を
出
兵
し

ま
す
が
、
重
要
な
拠
点
を
奪
わ
れ
て

お
り
長
期
間
軍
勢
を
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
上
杉
謙

信
の
後
継
者
争
い
（
御
館
の
乱
）
に

介
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
北
条

氏
と
の
同
盟
が
決
裂
し
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
勝
頼
は
、
西
の
家
康
だ

市へのご意見は
こちらから

み
な
さ
ん
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

テ
ィ
ン
は
何
で
す
か
。
私
は
、
観
葉

植
物
に
日
を
当
て
て
水
や
り
す
る
の

が
日
課
で
す
。
昨
年
の
冬
ご
ろ
か
ら

パ
キ
ラ
と
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
育
て
て

い
ま
す
。
当
初
は
片
手
で
測
れ
る
く

ら
い
の
苗
木
で
し
た
。
最
近
は
次
々

と
若
葉
が
生
え
て
、
背
丈
も
倍
ほ
ど

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（近
）

高
天
神
城
特
設
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

徳川家康と掛川三城 ⑧

▲徳川軍によって堀や柵が築かれた高天神城の様子

け
で
は
な
く
、
東
の
北
条
と
も
戦
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
高

天
神
城
の
補
給
ど
こ
ろ
か
、
織
田
、

徳
川
、
北
条
と
の
間
で
苦
し
い
戦
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

判
断
を
委
ね
る
信
長

天
正
9
年
（
1
5
8
1
）
1
月
25

日
以
前
に
、
一
通
の
矢
文
が
高
天
神

城
か
ら
徳
川
方
へ
射
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
高
天

神
城
側
の
降
伏
の
申
し
出
で
し
た
。

条
件
は
「
高
天
神
城
ほ
か
2
つ
の
城

を
明
け
渡
す
代
わ
り
に
城
兵
の
命
を

助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
れ
に
対
す
る
信
長
の
考
え
が

記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。
「
勝
頼
が

高
天
神
に
援
軍
に
来
れ
ば
迎
え
撃
て

ば
よ
く
、
勝
頼
が
高
天
神
を
見
捨
て

る
よ
う
で
あ
れ
ば
家
臣
の
信
頼
を
失

う
だ
け
だ
」
と
い
う
内
容
で
、
降
伏

を
受
け
入
れ
な
い
考
え
で
し
た
。
最

終
的
な
判
断
は
家
康
に
委
ね
ら
れ
ま

す
。
信
長
の
考
え
を
聞
い
た
家
康
は
、

非
情
な
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
結

末
は
次
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

「
難
攻
不
落
」
と
い
わ
れ
た
高
天

神
城
。
落
と
せ
な
い
城
の
最
後
は
過

酷
な
運
命
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

子
ど
も
に
無
料
で
栄
養
の
あ
る
食

事
や
、
団
ら
ん
の
場
を
提
供
す
る
社

会
活
動
「
こ
ど
も
食
堂
」
。
市
内
で

こ
の
取
り
組
み
を
行
う
グ
ル
ー
プ

『
だ
れ
で
も
ご
は
ん
』
の
代
表
を
務

め
る
の
が
八
木
さ
ゆ
り
さ
ん
で
す
。

2
か
月
に
1
回
「
こ
ど
も
食
堂
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
場
所
は

子
ど
も
が
集
ま
る
場
所
を
選
ん
で
実

施
。
主
に
写
真
共
有
の
S
N
S
「
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

八
木
さ
ん
が
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
子

育
て
で
し
た
。
変
化
し
た
生
活
様
式

の
閉
塞
感
の
中
、
ど
う
し
た
ら
子
ど

も
や
大
人
た
ち
が
食
や
交
流
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

そ
の
考
え
に
合
致
し
た
の
が
、
団
ら

ん
の
場
で
色
々
な
世
代
と
交
流
で
き

る
「
こ
ど
も
食
堂
」
で
す
。
子
ど
も

ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
場
、
悩
み
を

シ
ェ
ア
で
き
る
場
づ
く
り
を
目
指
し

おいしく食べて、心も体もハッピーに

料理人だった父の影響
で料理することや、ふる
まうことを好む。
掛川の四季で育った食
材を使った料理をふるま
い、だれでも笑顔になる
ような居場所づくりを目
指して活動を行う。

ま
し
た
。
開
放
感
や
感
染
対
策
の
視

点
か
ら
、
屋
外
で
の
開
催
を
企
画
。

賛
同
し
て
く
れ
た
仲
間
と
と
も
に
令

和
4
年
12
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

『
だ
れ
で
も
ご
は
ん
』
で
提
供
す

る
料
理
は
、
有
機
野
菜
な
ど
全
て
地

場
産
の
物
が
使
わ
れ
、
毎
回
約
10
人

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
食
材
か
ら
調
味
料
ま
で
こ

だ
わ
っ
て
選
び
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な

で
愛
情
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
、
で
き
た
て
の
お
い
し

い
食
事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
八

木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
来
た
い
場

所
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
人
に
お
い
し
い
料
理
や
、
団

ら
ん
の
場
を
届
け
た
い
と
語
る
八
木

さ
ん
。
「
ま
ず
は
実
績
を
重
ね
、
効

果
的
な
開
催
場
所
の
選
定
や
、
情
報

発
信
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

（満水）
八木 さゆりさん

だれでもごはん代表

お詫びと訂正　広報かけがわ７月号の22ページ『人数世帯数（合計）』について、「47,290」は「47,292」の誤りです。
訂正してお詫びします。

ま
　む
し
づ
か

お

た
て
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1 15,563人 ( － 50)
 110,713人 ( － 36)
 4,850人 ( － 14)

 58,230人 (－ 3)
 55,760人 (－ 16)
 2,470人 ( ＋ 13)

 57,333人 ( － 47)
 54,953人 ( － 20)
 2,380人 ( － 27)

 47,292 ( ± 0)
 44,782 ( ＋ 17)
 2,510 ( － 17)

男合計 女 世帯数
人口・世帯数(前月からの増減）■市の人口(7月1日現在）

住民基本台帳人口
日本人
外国人

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/15(火)、9/5(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
ごみの休日受け入れ（前日までに要予約）
　環境資源ギャラリー（予約専用☎29-5070）
と　き 8/12（土）・27（日）、9/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　9/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

8
・
9
月

高天神城をめぐる攻防 
～家康の戦略と一通の矢文～

高
天
神
城
を
包
囲
す
る
家
康

今
回
は
、
高
天
神
城
を
め
ぐ
る
攻

防
の
様
子
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
、
武
田
勝

頼
は
つ
い
に
高
天
神
城
を
奪
取
し
ま

す
。
し
か
し
、
翌
3
年
の
長
篠
の
戦

い
で
織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
大
敗
し
、

武
田
方
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

一
方
で
、
家
康
は
高
天
神
城
奪
還

に
向
け
て
馬
伏
塚
城
（
浅
羽
）
を
修

復
し
、
新
た
に
横
須
賀
城
を
築
城
し

ま
す
。
天
正
8
年
に
は
高
天
神
城
を

取
り
囲
む
よ
う
に
砦
を
築
造
し
、
11

月
に
は
高
天
神
城
付
近
に
陣
取
り
柵

や
堀
、
塀
な
ど
を
作
り
ま
す
。
家
康

の
戦
略
は
、
高
天
神
城
を
砦
で
包
囲

す
る
こ
と
で
補
給
を
断
つ
と
と
も
に
、

城
を
完
全
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
で
し

た
。

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
勝
頼

一
方
、
勝
頼
も
天
正
4
年
以
降
、

何
度
も
高
天
神
城
に
援
軍
を
出
兵
し

ま
す
が
、
重
要
な
拠
点
を
奪
わ
れ
て

お
り
長
期
間
軍
勢
を
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
上
杉
謙

信
の
後
継
者
争
い
（
御
館
の
乱
）
に

介
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
北
条

氏
と
の
同
盟
が
決
裂
し
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
勝
頼
は
、
西
の
家
康
だ

市へのご意見は
こちらから

み
な
さ
ん
の
モ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

テ
ィ
ン
は
何
で
す
か
。
私
は
、
観
葉

植
物
に
日
を
当
て
て
水
や
り
す
る
の

が
日
課
で
す
。
昨
年
の
冬
ご
ろ
か
ら

パ
キ
ラ
と
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
育
て
て

い
ま
す
。
当
初
は
片
手
で
測
れ
る
く

ら
い
の
苗
木
で
し
た
。
最
近
は
次
々

と
若
葉
が
生
え
て
、
背
丈
も
倍
ほ
ど

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（近
）

高
天
神
城
特
設
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

徳川家康と掛川三城 ⑧

▲徳川軍によって堀や柵が築かれた高天神城の様子

け
で
は
な
く
、
東
の
北
条
と
も
戦
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
高

天
神
城
の
補
給
ど
こ
ろ
か
、
織
田
、

徳
川
、
北
条
と
の
間
で
苦
し
い
戦
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

判
断
を
委
ね
る
信
長

天
正
9
年
（
1
5
8
1
）
1
月
25

日
以
前
に
、
一
通
の
矢
文
が
高
天
神

城
か
ら
徳
川
方
へ
射
ら
れ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
高
天

神
城
側
の
降
伏
の
申
し
出
で
し
た
。

条
件
は
「
高
天
神
城
ほ
か
2
つ
の
城

を
明
け
渡
す
代
わ
り
に
城
兵
の
命
を

助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
れ
に
対
す
る
信
長
の
考
え
が

記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。
「
勝
頼
が

高
天
神
に
援
軍
に
来
れ
ば
迎
え
撃
て

ば
よ
く
、
勝
頼
が
高
天
神
を
見
捨
て

る
よ
う
で
あ
れ
ば
家
臣
の
信
頼
を
失

う
だ
け
だ
」
と
い
う
内
容
で
、
降
伏

を
受
け
入
れ
な
い
考
え
で
し
た
。
最

終
的
な
判
断
は
家
康
に
委
ね
ら
れ
ま

す
。
信
長
の
考
え
を
聞
い
た
家
康
は
、

非
情
な
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
結

末
は
次
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

「
難
攻
不
落
」
と
い
わ
れ
た
高
天

神
城
。
落
と
せ
な
い
城
の
最
後
は
過

酷
な
運
命
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

子
ど
も
に
無
料
で
栄
養
の
あ
る
食

事
や
、
団
ら
ん
の
場
を
提
供
す
る
社

会
活
動
「
こ
ど
も
食
堂
」
。
市
内
で

こ
の
取
り
組
み
を
行
う
グ
ル
ー
プ

『
だ
れ
で
も
ご
は
ん
』
の
代
表
を
務

め
る
の
が
八
木
さ
ゆ
り
さ
ん
で
す
。

2
か
月
に
1
回
「
こ
ど
も
食
堂
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
場
所
は

子
ど
も
が
集
ま
る
場
所
を
選
ん
で
実

施
。
主
に
写
真
共
有
の
S
N
S
「
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

八
木
さ
ん
が
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
子

育
て
で
し
た
。
変
化
し
た
生
活
様
式

の
閉
塞
感
の
中
、
ど
う
し
た
ら
子
ど

も
や
大
人
た
ち
が
食
や
交
流
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

そ
の
考
え
に
合
致
し
た
の
が
、
団
ら

ん
の
場
で
色
々
な
世
代
と
交
流
で
き

る
「
こ
ど
も
食
堂
」
で
す
。
子
ど
も

ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
場
、
悩
み
を

シ
ェ
ア
で
き
る
場
づ
く
り
を
目
指
し

おいしく食べて、心も体もハッピーに

料理人だった父の影響
で料理することや、ふる
まうことを好む。
掛川の四季で育った食
材を使った料理をふるま
い、だれでも笑顔になる
ような居場所づくりを目
指して活動を行う。

ま
し
た
。
開
放
感
や
感
染
対
策
の
視

点
か
ら
、
屋
外
で
の
開
催
を
企
画
。

賛
同
し
て
く
れ
た
仲
間
と
と
も
に
令

和
4
年
12
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

『
だ
れ
で
も
ご
は
ん
』
で
提
供
す

る
料
理
は
、
有
機
野
菜
な
ど
全
て
地

場
産
の
物
が
使
わ
れ
、
毎
回
約
10
人

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
食
材
か
ら
調
味
料
ま
で
こ

だ
わ
っ
て
選
び
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な

で
愛
情
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
、
で
き
た
て
の
お
い
し

い
食
事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
八

木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
来
た
い
場

所
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
人
に
お
い
し
い
料
理
や
、
団

ら
ん
の
場
を
届
け
た
い
と
語
る
八
木

さ
ん
。
「
ま
ず
は
実
績
を
重
ね
、
効

果
的
な
開
催
場
所
の
選
定
や
、
情
報

発
信
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

（満水）
八木 さゆりさん

だれでもごはん代表

お詫びと訂正　広報かけがわ７月号の22ページ『人数世帯数（合計）』について、「47,290」は「47,292」の誤りです。
訂正してお詫びします。

ま
　む
し
づ
か

お

た
て
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